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学校法人石山学園

〒965-0031 福島県会津若松市相生町3-2
会津北嶺高等学校

機械科
自動車コース

普通科

● 野球部 
　　 春季＆秋季全会津高等学校野球選手権 優勝！！
　　 被災地ボランティアをはじめ各行事で活躍
● バスケットボール部
　　 新人体育大会会津地区大会 準優勝！！
● バド部、ソフトテニス部等も県大会連続出場！！
● 本校文化祭「北嶺祭」2 年連続開催

・
第
六
十
五
回
　
春
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

・
第
一
〇
六
回
　
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
福
島
大
会

・
第
七
十
六
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選

・
第
七
十
六
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

・
第
四
十
七
回
　
秋
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
　
笹
屋
敷
夏
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
宮
城
県
仙
台
市
）

　
　
１
Ａ
角
田
愛
琥（
高
田
中
）・
２
Ａ
下
平
結
愛（
若
松
三
中
）・
2
B
大
野
雪
菜（
若
松
三
中
）

　
　
２
Ｂ
深
野
聖
愛（
若
松
一
中
）・
３
Ａ
横
山
美
侑（
若
松
五
中
）・
３
Ｂ
深
野
眞
尋（
若
松
一
中
）

・
会
津
マ
ス
ク
ワ
イ
ア
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
　
ス
タ
ッ
フ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
若
松
栄
町
教
会
）

　
　
１
Ａ
角
田
愛
琥（
高
田
中
）・
・
２
Ｂ
大
野
雪
菜（
若
松
三
中
）

　
　
２
Ｂ
深
野
聖
愛（
若
松
一
中
）・
３
Ｂ
深
野
眞
尋（
若
松
一
中
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

・
第
七
〇
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
会
津
地
区
大
会
　
６
位

・
第
七
十
七
回
　
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
出
場

・
第
六
十
一
回 

福
島
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

　
会
津
地
区
大
会
　
４
位
　
県
大
会
出
場

・
第
十
回 

３
×
３
　
Ｕ
１
８
　
日
本
選
手
権

　
東
日
本
エ
リ
ア
大
会
福
島
県
予
選
　
３
位
・
４
位

・
令
和
六
年
度
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　
会
津
地
区
大
会
　
準
優
勝
　
県
大
会
出
場

・
令
和
六
年
度
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会 

ベ
ス
ト
１６

・
二
〇
二
四
年
度
　
全
会
津
男
女
総
合

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
　
ベ
ス
ト
８

【
卓
球
部
】

・
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
会
津
地
区
大
会
　
男
子
団
体
　
５
位

　
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
１
８
位
　
１
Ｂ
小
熊
優
斗（
若
松
一
中
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

・
第
七
〇
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
会
津
地
区
大
会

　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
５
位

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）・
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）
ペ
ア
　
３
位

・
第
七
〇
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
ベ
ス
ト
１６

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）・
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）
ペ
ア
　
ベ
ス
ト
１６

・
第
七
十
四
回
　
全
会
津
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）・
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）
ペ
ア
　
８
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
梨
央（
一
箕
中
）・
小
椋
結
月（
裏
磐
梯
中
）
ペ
ア
　
１０
位

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
戦
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）　
９
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）　
ベ
ス
ト
１６

・
第
七
十
七
回
　
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）・
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）
ペ
ア
　
３
回
戦
敗
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
梨
央（
一
箕
中
）・
小
椋
結
月（
裏
磐
梯
中
）
ペ
ア
　
出
場

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
戦
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）　
出
場

・
第
七
十
一
回
　
全
会
津
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）・
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）
ペ
ア
　
優
勝

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
部
　
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）　
優
勝

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部
　
山
口
斗
生（
若
松
一
中
）
ペ
ア
　
２
位

・
令
和
六
年
度
　
第
六
十
一
回
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
会
津
地
区
大
会

　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
３
位

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）・
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）
ペ
ア
　
３
位

・
令
和
六
年
度
　
第
六
十
一
回
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
ベ
ス
ト
１６

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）・
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）
ペ
ア
　
ベ
ス
ト
１６

　
2
0
２
4
年
度
　
部
活
動
＆
同
好
会
　
活
動
実
績
（
一
部
抜
粋 

）

【
野
球
部
】

▼
大
会
成
績

・
第
七
十
六
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選
　
準
優
勝

・
第
七
十
六
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
ベ
ス
ト
１６

・
第
六
十
五
回
　
春
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
　
優
勝

・
第
一
〇
六
回
　
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
福
島
大
会
　 

２
回
戦
敗
退

・
第
七
十
六
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選
　
準
優
勝

・
第
七
十
六
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
ベ
ス
ト
１６

・
第
四
十
七
回
　
秋
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
　
優
勝

・
福
島
県
高
等
学
校
野
球
連
盟 

選
抜
交
流
試
合

　
　
福
島
県
選
抜
選
手
　
３
Ａ
北
浦
空
來（
石
垣
中
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・
会
津
若
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
「
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
」
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
日
本
基
督
教
団
会
津
若
松
教
会
　
除
草
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
会
津
坂
下
町
・
農
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
能
登
半
島
地
震
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
石
川
県
輪
島
市
）

　
　
１
Ａ
猪
股
叶
夢（
鳴
峰
中
）・
１
Ａ
岩
﨑
日
煌（
赤
塚
三
中
）・
１
Ａ
桑
名
駿（
須
賀
川
二
中
）

　
　
１
Ａ
滝
田
來
羽
璃（
若
松
二
中
）・
１
Ａ
玉
野
暖（
交
野
二
中
）・
１
Ａ
英
大
翔（
草
加
中
）

　
　
１
Ａ
堀
江
友
輝
（
福
生
一
中
）・
１
Ａ
眞
山
庸
寛（
岡
津
中
）・
１
Ａ
吉
田
凛
桜（
深
川
三
中
）

　
　
１
Ｂ
井
ノ
川
陽
太（
羽
村
三
中
）・
１
Ｂ
川
井
源
佑（
猪
苗
代
中
）・
１
Ｂ
木
村
洸
斗（
本
郷
中
）

　
　
１
Ｂ
黒
岩
海
翔（
我
孫
子
南
中
）・
１
Ｂ
黒
木
翔
太（
真
岡
中
）・
１
Ｂ
皐
月
智
法（
白
鳳
中
）

　
　
１
Ｂ
與
儀
達
登（
那
覇
中
）・
１
Ｃ
伊
藤
優
輝（
鹿
骨
中
）・
１
Ｃ
釜
石
麗
恩（
奥
中
山
中
）

　
　
１
Ｃ
佐
々
木
快
晴（
秋
多
中
）・
１
Ｃ
森
合
琉
真（
仁
井
田
中
）・
１
Ｃ
渡
部
智
大（
会
北
中
）

　
　
２
Ａ
上
武
勇
貴（
大
船
中
）・
２
Ａ
倉
田
頼
杜（
戸
越
台
中
）・
２
Ｂ
佐
藤
龍
斗（
郡
山
五
中
）

　
　
２
Ｂ
渡
部
創
冬（
猪
苗
代
中
）・
３
Ａ
永
田
結
真（
一
箕
中
）・
３
Ｃ
倉
持
友
輝（
境
二
中
）

・
中
ノ
沢
温
泉
こ
け
し
祭
り（
猪
苗
代
町
）

　
　
１
Ａ
猪
股
叶
夢（
鳴
峰
中
）・
１
Ａ
桑
名
駿（
須
賀
川
二
中
）・
１
Ａ
堀
江
友
輝（
福
生
一
中
）

　
　
１
Ａ
眞
山
庸
寛（
岡
津
中
）・
１
Ａ
吉
田
凛
桜（
深
川
三
中
）・
１
Ｂ
黒
木
翔
太（
真
岡
中
）

　
　
１
Ｃ
伊
藤
優
輝（
鹿
骨
中
）・
１
Ｃ
釜
石
麗
恩（
奥
中
山
中
）・
２
Ａ
上
武
勇
貴（
大
船
中
）

　
　
２
Ｂ
佐
藤
龍
斗（
郡
山
五
中
）

・
環
境
フ
ェ
ス
タ
㏌
あ
い
づ
会
場
設
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
鶴
ヶ
城
体
育
館
）

　
　
１
Ａ
猪
股
叶
夢（
鳴
峰
中
）・
１
Ａ
岩
﨑
日
煌（
赤
塚
三
中
）・
１
Ａ
滝
田
來
羽
璃（
若
松
二
中
）

　
　
１
Ａ
英
大
翔（
草
加
中
）・
１
Ａ
堀
江
友
輝（
福
生
一
中
）・
１
Ａ
眞
山
庸
寛（
岡
津
中
）

　
　
１
Ａ
吉
田
凛
桜（
深
川
三
中
）・
１
Ｂ
木
村
洸
斗（
本
郷
中
）・
１
Ｂ
皐
月
智
法（
白
鳳
中
）

　
　
１
Ｂ
水
村
劉
之
介（
金
子
中
）・
１
Ｂ
與
儀
達
登（
那
覇
中
）・
１
Ｃ
伊
藤
優
輝（
鹿
骨
中
）

　
　
１
Ｃ
釜
石
麗
恩（
奥
中
山
中
）・
１
Ｃ
佐
々
木
快
晴（
秋
多
中
）・
１
Ｃ
森
合
琉
真（
仁
井
田
中
）

　
　
２
Ｂ
佐
藤
龍
斗（
郡
山
五
中
）・
２
Ｂ
渡
部
創
冬（
猪
苗
代
中
）・
２
Ｃ
太
田
倖
聖（
荻
窪
中
）

　
　
３
Ａ
北
浦
空
來（
石
垣
中
）・
３
Ａ
土
師
昊
心
琉（
新
北
野
中
）・
３
Ｂ
兼
子
大
夢（
湯
川
中
）

　
　
３
Ｃ
秋
山
北
斗（
塩
川
中
）・
３
Ｃ
磯
川
将
虎（
猪
苗
代
中
）・
３
Ｃ
神
林
優（
　
河
東
学
園
）

▼
地
域
交
流
活
動

・
会
津
美
里
町
大
俵
引
き

　
　
１
Ａ
猪
股
叶
夢（
鳴
峰
中
）・
１
Ａ
岩
﨑
日
煌（
赤
塚
三
中
）・
１
Ａ
要
隼（
下
郷
中
）

　
　
１
Ａ
眞
山
庸
寛（
岡
津
中
）・
１
Ａ
吉
田
凛
桜（
深
川
三
中
）・
１
Ｂ
穴
澤
輝（
喜
多
方
三
中
）

　
　
１
Ｂ
石
丸
幹
太（
福
生
二
中
）・
１
Ｂ
井
ノ
川
陽
太（
羽
村
三
中
）・
１
Ｂ
大
城
勇
也（
美
東
中
）

　
　
１
Ｂ
川
井
源
佑（
猪
苗
代
中
）・
１
Ｂ
木
村
洸
斗（
本
郷
中
）・
１
Ｂ
黒
岩
海
翔（
我
孫
子
南
中
）

　
　
１
Ｂ
黒
木
翔
太（
真
岡
中
）・
１
Ｂ
皐
月
智
法（
白
鳳
中
）・
１
Ｂ
関
根
恒
喜（
東
町
中
）

　
　
１
Ｂ
水
村
劉
之
介（
金
子
中
）・
１
Ｂ
與
儀
達
登（
那
覇
中
）・
１
Ｂ
吉
田
海
刀（
羽
村
三
中
）

　
　
１
Ｃ
新
垣
悠
冴（
寄
宮
中
）・
１
Ｃ
伊
藤
優
輝（
鹿
骨
中
）・
１
Ｃ
釜
石
麗
恩（
奥
中
山
中
）

　
　
１
Ｃ
佐
々
木
快
晴（
秋
多
中
）・
１
Ｃ
森
合
琉
真（
仁
井
田
中
）

・
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦
　
東
日
本
大
会
２
０
２
５（
天
栄
村
）

　
　
１
Ｂ
石
丸
幹
太（
福
生
二
中
）・
１
Ｂ
井
ノ
川
陽
太（
羽
村
三
中
）・
１
Ｂ
木
村
洸
斗（
本
郷
中
）

　
　
１
Ｂ
水
村
劉
之
介（
金
子
中
）・
１
Ｂ
吉
田
海
刀（
羽
村
三
中
）・
１
Ｃ
佐
々
木
快
晴（
秋
多
中
）

　
　
２
Ａ
上
武
勇
貴（
大
船
中
）・
２
Ａ
倉
田
頼
杜（
戸
越
台
中
）・
２
Ａ
三
村
朋
大（
春
江
中
）

　
　
２
Ｂ
山
本
優
太（
杉
中
）・
２
Ｂ
渡
部
創
冬（
猪
苗
代
中
）・
２
Ｃ
五
十
嵐
悠
斗（
若
松
原
中
）

　
　
２
Ｃ
太
田
倖
聖（
荻
窪
中
）・
２
Ｃ
田
原
一
聖（
具
志
川
中
）

【
応
援
団
】

▼
野
球
部
大
会
　
応
援
演
奏

・
第
七
十
六
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選

・
第
七
十
六
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
２
０
２
４
　
福
島
県
代
表
選
考
会
　
出
場

　
　
３
Ａ
川
口
陽
輝（
若
松
一
中
）・
３
Ｃ
安
西
優
斗（
一
箕
中
）
ペ
ア

・
令
和
６
年
度
　
全
会
津
春
季
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
　
ベ
ス
ト
８

　
　
３
Ａ
川
口
陽
輝（
若
松
一
中
）・
３
Ｃ
安
西
優
斗（
一
箕
中
）
ペ
ア

・
第
七
〇
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
会
津
地
区
大
会
　
３
位

　
　
３
Ａ
川
口
陽
輝（
若
松
一
中
）・
３
Ｃ
安
西
優
斗（
一
箕
中
）
ペ
ア

・
第
七
十
七
回
　
福
島
県
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
少
年
の
部
）　
会
津
地
区
大
会
　
３
位

　
　
３
Ａ
川
口
陽
輝（
若
松
一
中
）・
３
Ｃ
安
西
優
斗（
一
箕
中
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
】

・
会
津
地
区
高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
２
Ａ
船
田
雪
華（
若
松
一
中
）・
３
Ａ
高
橋
柊
音（
喜
多
方
三
中
）

・
献
血
呼
び
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
２
Ｂ
遠
藤
陽
菜（
若
松
四
中
）・
２
Ｂ
山
口
紫
穂（
若
松
一
中
）

　
　
２
Ｂ
渡
部
　
心（
若
松
四
中
）・
３
Ａ
若
林
優
芽（
一
箕
中
）

　
　
３
Ａ
武
田
明
奈（
一
箕
中
）・
３
Ａ
勝
木
結
衣（
若
松
一
中
）

　
　
３
Ａ
大
巴
春
華（
若
松
二
中
）

・「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
福
島
県
普
及
運
動
６
２
６
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
２
Ａ
山
崎
晴
香（
猪
苗
代
中
）・
２
Ａ
野
口
侑
楽（
若
松
一
中
）

　
　
２
Ａ
小
野
雪
菜（
若
松
三
中
）・
２
Ａ
折
笠
望
菜（
若
松
一
中
）

　
　
２
Ａ
西
間
木
伶
深（
若
松
三
中
）・
２
Ａ
小
椋
結
月（
裏
磐
梯
中
）

　
　
２
Ｂ
深
野
聖
愛（
若
松
一
中
）・
３
Ａ
高
橋
柊
音（
喜
多
方
三
中
）

　
　
３
Ａ
渡
部
ひ
か
り（
若
松
五
中
）・
３
Ａ
若
林
優
芽（
一
箕
中
）

　
　
３
Ａ
武
田
明
奈（
一
箕
中
）・
３
Ａ
遠
藤
桃
汰（
若
松
一
中
）

　
　
３
Ｂ
鈴
木
愛
奈（
磐
梯
中
）

　
　
３
Ｂ
深
野
眞
尋（
若
松
一
中
）・
３
Ｂ
滝
田
朱
沙
実（
猪
苗
代
中
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
】

・
令
和
六
年
度
　
会
津
支
援
学
校
・
聴
覚
支
援
学
校
会
津
校

　
合
同
文
化
祭
「
パ
ワ
ー
祭
り
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
２
Ｂ
藁
谷
憂
柊（
若
松
一
中
）・
２
Ｂ
後
藤
桃
佳（
猪
苗
代
中
）

　
　
２
Ｂ
高
畑
怜
奈（
若
松
一
中
）

・
第
二
十
三
回
　
会
津
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
２
Ａ
野
口
侑
楽（
若
松
一
中
）・
２
Ａ
吉
田
博
人（
若
松
一
中
）

　
　
２
Ａ
吉
田
大
翔（
若
松
四
中
）・
２
Ａ
吉
田
飛
真（
若
松
四
中
）

　
　
２
Ｂ
五
十
嵐
功（
若
松
一
中
）・
２
Ｂ
杉
原
大
翔（
若
松
一
中
）

　
　
２
Ｂ
佐
藤
怜
那（
若
松
一
中
）・
２
Ｃ
斎
藤
桜
良（
若
松
四
中
）

　
　
２
Ｃ
高
橋
杜
愛（
若
松
五
中
）・
２
Ｃ
生
江
俊
太（
若
松
四
中
）

　
　
３
Ｂ
鈴
木
心
奈（
若
松
四
中
）・
３
Ｂ
安
部
雛
乃（
若
松
四
中
）

　
　
３
Ｃ
鈴
木
涼
介（
若
松
四
中
）・
３
Ｃ
星
　
煌
樹（
下
郷
中
）

・
第
三
十
六
回
　
会
津
若
松
市
鶴
ヶ
城

　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　
　
１
Ｂ
鈴
木
愛
唯（
北
会
津
中
）・
１
Ｂ
上
田
　
和（
磐
梯
中
）

　
　
１
Ｂ
板
橋
結
愛（
高
田
中
）・
１
Ｂ
吉
田
望
愛（
磐
梯
中
）

　
　
１
Ｃ
大
竹
悠
斗（
古
殿
中
）・
１
Ｃ
助
川
　
慎（
一
箕
中
）

　
　
１
Ｃ
堀
本
涼
雅（
一
箕
中
）・
１
Ｃ
松
本
大
樹（
若
松
二
中
）

　
　
１
Ｃ
三
善
遥
翔（
若
松
二
中
）・
１
Ｃ
森
本
一
生（
一
箕
中
）

　
　
１
Ｃ
山
中
陽
太（
一
箕
中
）・
２
Ａ
船
田
雪
華（
若
松
一
中
）

　
　
２
Ａ
野
口
侑
楽（
若
松
一
中
）・
２
Ａ
山
崎
晴
香（
猪
苗
代
中
）

　
　
２
Ａ
金
津
亜
珠（
若
松
五
中
）・
２
Ａ
齋
藤
　
蒼（
若
松
五
中
）

　
　
２
Ａ
川
島
泰
己（
北
会
津
中
）・
２
Ａ
吉
田
大
翔（
若
松
四
中
）

　
　
２
Ａ
吉
田
博
人（
若
松
一
中
）・
２
Ａ
小
椋
結
月（
裏
磐
梯
中
）

　
　
２
Ａ
小
野
雪
菜（
若
松
三
中
）・
２
Ｂ
五
十
嵐
功（
若
松
一
中
）

　
　
２
Ｂ
杉
原
大
翔（
若
松
一
中
）・
２
Ｂ
高
橋
空
大（
若
松
四
中
）

　
　
２
Ｂ
木
鋤
來
亜（
一
箕
中
）

・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
関
東
教
区 

十
日
町
雪
堀
り
キ
ャ
ン
プ（
新
潟
県
十
日
町
市
）

　
　
１
Ａ
桑
名
駿（
須
賀
川
二
中
）・
１
Ａ
堀
江
友
輝（
福
生
一
中
）

北嶺野球を、魅せてやれ。
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主な指定校推薦の入試枠実績

同
盟
校

2024年度（令和6年度）進路決定状況（2月上旬現在）

進路決定割合・国際基督教大学
・青山学院大学
・桜美林大学
・東北学院大学
・宮城学院女子大学
・尚絅学院大学
・敬和学園大学
・聖学院大学
・山梨英和大学
・大阪女学院大学
・広島女学院大学

・平安女学院大学
・桃山学院大学
・西南学院大学
・東洋英和女学院大学
・長崎外国語大学
・活水女子大学
・稚内北星学園大学
・聖隷クリストファー大学
・沖縄キリスト教学院大学
・三育学院大学　　等

　今
年
度
の
野
球
部
は
甲
子
園
出
場
と

応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
づ
く
り
を
目
標
に
、

技
術
面
は
も
ち
ろ
ん
、
挨
拶
や
返
事
、

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
等
、
野
球
以

外
の
面
で
も
成
長
で
き
る
よ
う
チ
ー
ム
全

体
で
取
り
組
み
、
結
果
と
し
て
春
季
と
秋

季
の
全
会
津
大
会
で
優
勝
を
果
た
す
事
が

で
き
ま
し
た
。
勝
利
の
喜
び
は
忘
れ
ら
れ

な
い
も
の
で
し
た
し
、
次
は
こ
れ
を
さ
ら

に
超
え
る
甲
子
園
出
場
の
歓
喜
を
味
わ
い

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　大
会
以
外
の
出
来
事
で
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
が
石
川
県
の
輪
島
高
校
さ

ん
と
行
っ
た
合
同
練
習
と
交
流
戦
で
す
。

昨
年
早
々
に
能
登
半
島
地
震
の
被
害
に

遭
わ
れ
て
心
身
と
も
に
苦
し
い
状
況
の
は

ず
な
の
に
彼
等
の
プ
レ
ー
に
は
一
切
影
が

な
く
、
ず
っ
と
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
活
動

さ
れ
て
い
て
、
ま
る
で
「
野
球
が
好
き
な

ん
だ
か
ら
、
楽
し
ん
で
当
然
で
し
ょ
」
と

身
を
も
っ
て
示
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

震
災
で
苦
難
を
経
験
し
た
彼
等
の
全
力

プ
レ
ー
が
私
達
に
毎
日
野
球
に
打
ち
込
め

る
喜
び
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　次
年
度
の
目
標
は
、
も
ち
ろ
ん
初
の
甲

子
園
出
場
で
す
。
昨
年
夏
の
選
手
権
で
は

大
変
悔
し
い
思
い
を
し
た
の
で
さ
ら
に
努

力
を
重
ね
て
念
願
を
果
た
し
、
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
顧
問
の
先
生
方
や
外
部
コ
ー

チ
、
家
族
の
み
ん
な
、
そ
し
て
様
々
な
場

面
で
応
援
の
お
声
か
け
を
頂
い
て
い
る
地

域
の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
し
た
い
で
す
。
ど

う
か
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　二
〇
二
五
年
度
も
さ
ら
な
る
成
長
を
続

け
る
会
津
北
嶺
野
球
部
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

野
球
に
取
り
組
め
る
喜
び

野
球
部
　
二
年
Ｂ
組

　
　
　
小
林
　
雄
陽
（
塩
川
中
）

部
活
動
の
声

　野
球
部
の
活
動
は
野
球
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
へ

の
参
加
も
大
事
な
取
り
組
み
で
す
。
昨
年

五
月
に
は
能
登
半
島
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
石
川
県
を
訪
ね
ま
し
た
。
地
震

か
ら
四
ヶ
月
を
経
て
も
建
物
は
崩
れ
、
家

に
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
か
け
ら
れ
た
ま
ま

で
し
た
。
私
達
は
家
屋
に
残
っ
た
家
具
や

野
球
だ
け
じ
ゃ
な
い
野
球
部

野
球
部
　
一
年
Ｂ
組

　
　
　
木
村
　
洸
斗
（
本
郷
中
）

　私
達
応
援
団
の
主
な
活
動
は
野
球
部

公
式
戦
で
の
演
奏
で
す
。
昨
年
度
ま
で
は

特
設
部
で
し
た
が
今
年
度
か
ら
常
設
に
な

り
、
皆
さ
ん
の
前
で
発
表
を
行
う
機
会

も
増
え
ま
し
た
。
人
数
が
あ
ま
り
多
く
な

い
事
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
員
の
演
奏

の
責
任
が
重
く
、
長
時
間
の
練
習
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
曲
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も

苦
労
の
先
に
あ
る
喜
び

応
援
団
　
二
年
Ｂ
組

　
　
　 

深
野
　
聖
愛
（
若
松
一
中
）

　昨
年
度
は
部
員
が
少
な
い
た
め
に
十
分

な
練
習
を
行
え
ず
、
試
合
に
出
ら
れ
な
い

状
況
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
度
か

ら
新
入
生
が
九
名
も
入
部
し
て
く
れ
、
今

ま
で
で
き
な
か
っ
た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　夏
の
練
習
で
は
ダ
ッ
シ
ュ
や
ウ
ェ
イ
ト

等
の
チ
ー
ム
練
習
を
進
め
る
だ
け
で
な
く

食
事
や
生
活
面
で
も
気
を
使
い
な
が
ら
、

大
会
に
向
け
て
地
道
に
努
力
を
重
ね
ま
し

た
。
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
っ
て
厳
し
い

練
習
に
耐
え
、
辛
い
練
習
を
楽
し
く
行
え

る
よ
う
に
支
え
合
っ
て
い
る
様
子
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
冬
に
入
る
と
他
校
と
練
習

試
合
を
組
ん
だ
り
、
遠
征
で
普
段
は
対

戦
で
き
な
い
強
豪
校
と
戦
っ
た
り
し
て
技

術
を
磨
き
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
出
場

し
た
公
式
戦
で
地
区
新
人
大
会
準
優
勝

を
は
じ
め
一
年
生
チ
ー
ム
と
思
え
な
い
好

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
へ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
二
年
Ｂ
組

　 

大
八
木
　
陽
奈
（
若
松
五
中
）

　バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
魅
力
、
そ
れ
は
い
き

な
り
上
達
し
な
い
事
で
す
。
日
々
努
力
し

た
分
、
勝
ち
に
繋
が
る
競
技
。
だ
か
ら
ギ

リ
ギ
リ
の
試
合
で
勝
て
る
と
そ
れ
ま
で
の

頑
張
り
を
認
め
ら
れ
た
気
が
し
て
本
当
に

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　中
学
一
年
の
時
に
兄
や
従
兄
弟
に
憧
れ

て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
て
か
ら
五
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
幸
い
何
度
も
県
大
会
出
場
の

機
会
を
頂
き
、
そ
の
分
た
く
さ
ん
の
経
験

を
積
む
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
良

い
結
果
を
残
せ
た
の
も
、
卒
業
さ
れ
る
三

年
生
の
先
輩
方
が
い
つ
も
陰
な
が
ら
支
え

次
は
私
達
が
後
輩
の
た
め
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
　
二
年
Ｂ
組

　 

東
海
林
　
り
あ
（
若
松
四
中
）

　高
校
で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と

考
え
た
私
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
と
楽
し
み
な

が
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
知
識
を
学
べ
る
ジ
ョ

イ
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
入
部

し
た
頃
は
思
い
通
り
の
音
を
奏
で
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
達
の
部
に

は
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
や
各
地
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
等
、
多
く
の
発
表
の

機
会
が
あ
る
た
め
演
奏
で
き
な
い
と
お
客

様
に
失
礼
で
す
し
何
よ
り
周
り
の
仲
間
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
顧

問
の
先
生
に
指
導
頂
い
た
り
仲
間
か
ら
コ

ツ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
練
習

を
重
ね
、
全
体
練
習
の
後
も
苦
手
箇
所

を
自
主
的
に
練
習
し
、
よ
う
や
く
満
足

ゆ
く
音
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　発
表
会
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
が
仙
台
の
聖
和
学
園
短
期
大
学
の
皆

さ
ん
と
の
合
同
演
奏
会
で
す
。
日
程
の
都

演
奏
が
結
ん
だ
心

ハ
ン
ド
ベ
ル
部 

・
Ｊ
ｏ
ｙ 

ｃ
ｌ
ｕ
ｂ

　
　
　
　
三
年
Ａ
組

　
　
　
若
林
　
優
芽
（
一
箕
中
）

特別進学コース概要

国公立大学

私立大学

国公立短大

私立短大

専門学校

その他

合計

希望者 決定者 割合

1

20

1

0

3

0

25

0

18

1

0

3

3

25

0%

72%

4%

0%

12%

12%

100%

国公立短大
4%

専門学校
12%

私立大学
72%

その他
（結果待ち等）

12%

日本経済大学
江戸川大学

八戸工業大学
秀明大学

麻布大学
文京学院大学

日本大学
東海大学
帝京大学
亜細亜大学
神奈川大学
玉川大学
福島学院大学
奥羽大学
東京電機大学
城西大学
東北工業大学
医療創生大学
仙台白百合女子大学
東日本国際大学
新潟薬科大学

日本工業大学
城西国際大学
東京福祉大学
文星芸術大学
多摩大学
東北文化学園大学
埼玉工業大学
作新学院大学
新潟産業大学
日本薬科大学
東北公益文科大学
長岡大学
石巻専修大学
関東学園大学
東京工芸大学

千葉科学大学
郡山女子大学
宇都宮共和大学
新潟リハビリテーション大学
静岡産業大学
金城学院大学
湘南工科大学
北翔大学
ノースアジア大学
ものづくり大学
中部学院大学
和光大学
愛知工業大学
北海道科学大学
足利大学　 など多数

て
下
さ
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
昨
年
夏

の
大
会
で
そ
う
し
た
先
輩
方
が
引
退
さ

れ
、
私
は
部
長
を
任
せ
て
頂
く
事
に
な
り

ま
し
た
。
不
安
な
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
練
習
中
に
励
ま
し
て

下
さ
り
、
試
合
で
ベ
ン
チ
か
ら
全
力
で
応

援
し
て
下
さ
っ
た
分
、
今
度
は
私
が
後
輩

達
の
背
中
を
押
せ
る
よ
う
な
存
在
に
な
り

た
い
と
考
え
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　残
る
活
動
期
間
は
あ
と
半
年
も
あ
り

ま
せ
ん
。
最
後
に
悔
い
を
残
さ
な
い
試
合

が
で
き
る
か
は
正
直
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

最
初
に
書
い
た
よ
う
に
地
道
さ
が
結
果
に

繋
が
る
競
技
な
の
で
、
後
輩
達
を
全
力
で

フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
自
分
の
技
術
を
少
し

ず
つ
上
達
さ
せ
、
私
の
想
う
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
プ

レ
ー
を
後
輩
達
に
示
し
た
い
で
す
。

合
で
直
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
以
外
の
合
同
練

習
を
行
え
ず
に
本
番
を
迎
え
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
大
学
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
あ
っ
て
大
変
良
い
演
奏
が
で

き
、
来
場
さ
れ
た
方
か
ら
も
お
褒
め
の
言

葉
を
頂
け
ま
し
た
。
美
し
い
音
色
を
届
け

ら
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
し
、
演
奏
で
心

を
繋
い
だ
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　ジ
ョ
イ
ク
ラ
ブ
を
含
め
、
貴
重
な
経
験

が
で
き
た
三
年
間
に
な
り
ま
し
た
。
卒
業

し
て
も
こ
れ
ま
で
の
思
い
出
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　四
月
か
ら
ま
た
部
員
が
増
え
る
の
で
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
選
手
の
み
ん
な
を

今
ま
で
以
上
に
支
え
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

チ
ー
ム
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
を
実
現
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

実
用
英
語
技
能
検
定（
英
検
）
 

名

日
本
漢
字
能
力
検
定（
漢
検
）
 

名

実
用
数
学
技
能
検
定（
数
検
）
 

名

リ
ス
ニ
ン
グ
英
語
検
定（
全
工
協
）

 

名

計
算
技
術
検
定

 

名

計
算
技
術
検
定（
全
工
協
）
 

名

基
礎
製
図
検
定（
全
工
協
）
 

名

日
検
文
章
ス
ピ
ー
ド
認
定
検
定

 
名

日
検
情
報
処
理
検
定

 

名

日
検
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
検
定

 

名

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

 

名

ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

 

名

研
削
砥
石（
自
由
）特
別
教
育

 

名

Ｐ
検
ア
プ
リ
検
定
ワ
ー
プ
ロ

 

名

Ｐ
検
ア
プ
リ
検
定
表
計
算

 

名

Ｐ
検
タ
イ
ピ
ン
グ
検
定

 

名

生
活
用
品
の
撤
去
や
崩
れ
か
か
っ
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
取
り
壊
し
等
を
担
当
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
ボ
ロ
ボ
ロ
に
壊
れ
た
タ
ン

ス
や
粉
々
に
割
れ
た
ガ
ラ
ス
が
地
震
の
恐

ろ
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。
他
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん
と
も
協
力
し
、

声
を
か
け
合
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
ま
し

た
。
最
後
に
被
災
地
の
方
々
か
ら
感
謝
の

お
言
葉
を
頂
戴
し
、
と
て
も
温
か
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　会
津
美
里
町
で
開
催
さ
れ
た
大
俵
引

き
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
路
面
が

凍
る
程
の
寒
さ
で
し
た
が
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
圧
倒
的
な
熱
気
や
勢
い
に
押
さ
れ

る
よ
う
に
全
員
で
声
を
張
り
上
げ
、
お
神

輿
を
担
い
で
町
内
を
回
り
ま
し
た
。
休
憩

所
で
頂
い
た
芋
汁
の
美
味
し
さ
は
身
に
染

み
る
程
で
、
寒
さ
が
吹
っ
飛
ん
だ
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
綱
引
き
大
会
に

参
加
さ
せ
て
頂
い
た
り
、
最
後
に
行
わ
れ

た
福
男
の
競
走
で
他
の
部
員
が
惜
し
く
も

二
位
に
な
っ
た
り
な
ど
、
存
分
に
楽
し
み

行
事
全
体
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
地
域

の
伝
統
を
体
感
で
き
た
楽
し
い
一
日
で
し

た
。
年
間
に
取
り
組
ん
だ
活
動
は
あ
ま
り

に
多
く
て
こ
こ
に
書
き
き
れ
ま
せ
ん
。
本

当
に
充
実
そ
の
も
の
で
し
た
。
地
域
貢
献

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
仲
間
の
絆
や
チ
ー

ム
の
連
帯
感
を
高
め
ら
れ
る
の
で
今
後
も

ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
頂
き
た
い
で
す
。

増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
会
ま
で
練

習
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
他

に
も
試
合
当
日
に
悪
天
候
の
た
め
楽
器
の

音
が
う
ま
く
響
か
な
か
っ
た
り
、
強
風
で

楽
譜
が
ど
こ
か
に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た

り
等
、
屋
外
な
ら
で
は
の
ト
ラ
ブ
ル
も

度
々
起
こ
り
ま
し
た
。

　そ
う
し
た
苦
労
の
中
で
も
今
日
ま
で
頑

張
り
続
け
る
事
が
で
き
た
の
は
、
部
の
仲

間
達
と
協
力
し
て
練
習
を
重
ね
、
吹
け

る
よ
う
に
な
る
喜
び
が
あ
る
か
ら
で
す
。

演
奏
が
難
し
く
て
最
初
は
嫌
い
だ
っ
た
曲

も
、
仲
間
と
指
摘
し
合
っ
て
練
習
す
る
と

次
第
に
吹
け
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
ど

の
曲
の
演
奏
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
野

球
部
の
保
護
者
の
皆
様
も
差
し
入
れ
や
お

守
り
を
下
さ
る
等
、
優
し
く
接
し
て
下

さ
り
、
い
つ
も
元
気
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　今
後
も
活
動
に
励
み
、
周
り
の
方
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
や
相
手
チ
ー
ム
に
対
す
る

敬
意
を
忘
れ
ず
に
、
頑
張
っ
て
い
る
チ
ー

ム
の
み
ん
な
に
全
力
で
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　甲
子
園
出
場
は
夢
や
幻
な
ん
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
達
、
会
津
北
嶺
高
校
応

援
団
は
誰
よ
り
も
そ
の
実
現
を
信
じ
て
い

ま
す
。
頑
張
れ
、
北
嶺
野
球
部
。

◆ 

資
格
取
得
者
数 

◆

２
０
2
5
年
2
月
現
在

1
8
5

1
32

3
25

7
1

8
1

2
1

1
3

1
2

5
7

6
3

2
4

1
2
5

5
6

1
0
7



会津北嶺だより 202５（令和７）年（２）会津北嶺だより（３）202５（令和７）年

主な指定校推薦の入試枠実績

同
盟
校

2024年度（令和6年度）進路決定状況（2月上旬現在）

進路決定割合・国際基督教大学
・青山学院大学
・桜美林大学
・東北学院大学
・宮城学院女子大学
・尚絅学院大学
・敬和学園大学
・聖学院大学
・山梨英和大学
・大阪女学院大学
・広島女学院大学

・平安女学院大学
・桃山学院大学
・西南学院大学
・東洋英和女学院大学
・長崎外国語大学
・活水女子大学
・稚内北星学園大学
・聖隷クリストファー大学
・沖縄キリスト教学院大学
・三育学院大学　　等

　今
年
度
の
野
球
部
は
甲
子
園
出
場
と

応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
づ
く
り
を
目
標
に
、

技
術
面
は
も
ち
ろ
ん
、
挨
拶
や
返
事
、

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
等
、
野
球
以

外
の
面
で
も
成
長
で
き
る
よ
う
チ
ー
ム
全

体
で
取
り
組
み
、
結
果
と
し
て
春
季
と
秋

季
の
全
会
津
大
会
で
優
勝
を
果
た
す
事
が

で
き
ま
し
た
。
勝
利
の
喜
び
は
忘
れ
ら
れ

な
い
も
の
で
し
た
し
、
次
は
こ
れ
を
さ
ら

に
超
え
る
甲
子
園
出
場
の
歓
喜
を
味
わ
い

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　大
会
以
外
の
出
来
事
で
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
が
石
川
県
の
輪
島
高
校
さ

ん
と
行
っ
た
合
同
練
習
と
交
流
戦
で
す
。

昨
年
早
々
に
能
登
半
島
地
震
の
被
害
に

遭
わ
れ
て
心
身
と
も
に
苦
し
い
状
況
の
は

ず
な
の
に
彼
等
の
プ
レ
ー
に
は
一
切
影
が

な
く
、
ず
っ
と
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
活
動

さ
れ
て
い
て
、
ま
る
で
「
野
球
が
好
き
な

ん
だ
か
ら
、
楽
し
ん
で
当
然
で
し
ょ
」
と

身
を
も
っ
て
示
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

震
災
で
苦
難
を
経
験
し
た
彼
等
の
全
力

プ
レ
ー
が
私
達
に
毎
日
野
球
に
打
ち
込
め

る
喜
び
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　次
年
度
の
目
標
は
、
も
ち
ろ
ん
初
の
甲

子
園
出
場
で
す
。
昨
年
夏
の
選
手
権
で
は

大
変
悔
し
い
思
い
を
し
た
の
で
さ
ら
に
努

力
を
重
ね
て
念
願
を
果
た
し
、
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
顧
問
の
先
生
方
や
外
部
コ
ー

チ
、
家
族
の
み
ん
な
、
そ
し
て
様
々
な
場

面
で
応
援
の
お
声
か
け
を
頂
い
て
い
る
地

域
の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
し
た
い
で
す
。
ど

う
か
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　二
〇
二
五
年
度
も
さ
ら
な
る
成
長
を
続

け
る
会
津
北
嶺
野
球
部
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

野
球
に
取
り
組
め
る
喜
び

野
球
部
　
二
年
Ｂ
組

　
　
　
小
林
　
雄
陽
（
塩
川
中
）

部
活
動
の
声

　野
球
部
の
活
動
は
野
球
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
へ

の
参
加
も
大
事
な
取
り
組
み
で
す
。
昨
年

五
月
に
は
能
登
半
島
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
石
川
県
を
訪
ね
ま
し
た
。
地
震

か
ら
四
ヶ
月
を
経
て
も
建
物
は
崩
れ
、
家

に
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
か
け
ら
れ
た
ま
ま

で
し
た
。
私
達
は
家
屋
に
残
っ
た
家
具
や

野
球
だ
け
じ
ゃ
な
い
野
球
部

野
球
部
　
一
年
Ｂ
組

　
　
　
木
村
　
洸
斗
（
本
郷
中
）

　私
達
応
援
団
の
主
な
活
動
は
野
球
部

公
式
戦
で
の
演
奏
で
す
。
昨
年
度
ま
で
は

特
設
部
で
し
た
が
今
年
度
か
ら
常
設
に
な

り
、
皆
さ
ん
の
前
で
発
表
を
行
う
機
会

も
増
え
ま
し
た
。
人
数
が
あ
ま
り
多
く
な

い
事
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
員
の
演
奏

の
責
任
が
重
く
、
長
時
間
の
練
習
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
曲
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も

苦
労
の
先
に
あ
る
喜
び

応
援
団
　
二
年
Ｂ
組

　
　
　 

深
野
　
聖
愛
（
若
松
一
中
）

　昨
年
度
は
部
員
が
少
な
い
た
め
に
十
分

な
練
習
を
行
え
ず
、
試
合
に
出
ら
れ
な
い

状
況
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
度
か

ら
新
入
生
が
九
名
も
入
部
し
て
く
れ
、
今

ま
で
で
き
な
か
っ
た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　夏
の
練
習
で
は
ダ
ッ
シ
ュ
や
ウ
ェ
イ
ト

等
の
チ
ー
ム
練
習
を
進
め
る
だ
け
で
な
く

食
事
や
生
活
面
で
も
気
を
使
い
な
が
ら
、

大
会
に
向
け
て
地
道
に
努
力
を
重
ね
ま
し

た
。
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
っ
て
厳
し
い

練
習
に
耐
え
、
辛
い
練
習
を
楽
し
く
行
え

る
よ
う
に
支
え
合
っ
て
い
る
様
子
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
冬
に
入
る
と
他
校
と
練
習

試
合
を
組
ん
だ
り
、
遠
征
で
普
段
は
対

戦
で
き
な
い
強
豪
校
と
戦
っ
た
り
し
て
技

術
を
磨
き
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
出
場

し
た
公
式
戦
で
地
区
新
人
大
会
準
優
勝

を
は
じ
め
一
年
生
チ
ー
ム
と
思
え
な
い
好

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
へ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
二
年
Ｂ
組

　 
大
八
木
　
陽
奈
（
若
松
五
中
）

　バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
魅
力
、
そ
れ
は
い
き

な
り
上
達
し
な
い
事
で
す
。
日
々
努
力
し

た
分
、
勝
ち
に
繋
が
る
競
技
。
だ
か
ら
ギ

リ
ギ
リ
の
試
合
で
勝
て
る
と
そ
れ
ま
で
の

頑
張
り
を
認
め
ら
れ
た
気
が
し
て
本
当
に

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　中
学
一
年
の
時
に
兄
や
従
兄
弟
に
憧
れ

て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
て
か
ら
五
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
幸
い
何
度
も
県
大
会
出
場
の

機
会
を
頂
き
、
そ
の
分
た
く
さ
ん
の
経
験

を
積
む
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
良

い
結
果
を
残
せ
た
の
も
、
卒
業
さ
れ
る
三

年
生
の
先
輩
方
が
い
つ
も
陰
な
が
ら
支
え

次
は
私
達
が
後
輩
の
た
め
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　
　
二
年
Ｂ
組

　 

東
海
林
　
り
あ
（
若
松
四
中
）

　高
校
で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と

考
え
た
私
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
と
楽
し
み
な

が
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
知
識
を
学
べ
る
ジ
ョ

イ
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
入
部

し
た
頃
は
思
い
通
り
の
音
を
奏
で
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
達
の
部
に

は
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
や
各
地
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
等
、
多
く
の
発
表
の

機
会
が
あ
る
た
め
演
奏
で
き
な
い
と
お
客

様
に
失
礼
で
す
し
何
よ
り
周
り
の
仲
間
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
顧

問
の
先
生
に
指
導
頂
い
た
り
仲
間
か
ら
コ

ツ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
練
習

を
重
ね
、
全
体
練
習
の
後
も
苦
手
箇
所

を
自
主
的
に
練
習
し
、
よ
う
や
く
満
足

ゆ
く
音
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　発
表
会
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
が
仙
台
の
聖
和
学
園
短
期
大
学
の
皆

さ
ん
と
の
合
同
演
奏
会
で
す
。
日
程
の
都

演
奏
が
結
ん
だ
心

ハ
ン
ド
ベ
ル
部 

・
Ｊ
ｏ
ｙ 

ｃ
ｌ
ｕ
ｂ

　
　
　
　
三
年
Ａ
組

　
　
　
若
林
　
優
芽
（
一
箕
中
）

特別進学コース概要

国公立大学

私立大学

国公立短大

私立短大

専門学校

その他

合計

希望者 決定者 割合

1

20

1

0

3

0

25

0

18

1

0

3

3

25

0%

72%

4%

0%

12%

12%

100%

国公立短大
4%

専門学校
12%

私立大学
72%

その他
（結果待ち等）

12%

日本経済大学
江戸川大学

八戸工業大学
秀明大学

麻布大学
文京学院大学

日本大学
東海大学
帝京大学
亜細亜大学
神奈川大学
玉川大学
福島学院大学
奥羽大学
東京電機大学
城西大学
東北工業大学
医療創生大学
仙台白百合女子大学
東日本国際大学
新潟薬科大学

日本工業大学
城西国際大学
東京福祉大学
文星芸術大学
多摩大学
東北文化学園大学
埼玉工業大学
作新学院大学
新潟産業大学
日本薬科大学
東北公益文科大学
長岡大学
石巻専修大学
関東学園大学
東京工芸大学

千葉科学大学
郡山女子大学
宇都宮共和大学
新潟リハビリテーション大学
静岡産業大学
金城学院大学
湘南工科大学
北翔大学
ノースアジア大学
ものづくり大学
中部学院大学
和光大学
愛知工業大学
北海道科学大学
足利大学　 など多数

て
下
さ
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
昨
年
夏

の
大
会
で
そ
う
し
た
先
輩
方
が
引
退
さ

れ
、
私
は
部
長
を
任
せ
て
頂
く
事
に
な
り

ま
し
た
。
不
安
な
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
練
習
中
に
励
ま
し
て

下
さ
り
、
試
合
で
ベ
ン
チ
か
ら
全
力
で
応

援
し
て
下
さ
っ
た
分
、
今
度
は
私
が
後
輩

達
の
背
中
を
押
せ
る
よ
う
な
存
在
に
な
り

た
い
と
考
え
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　残
る
活
動
期
間
は
あ
と
半
年
も
あ
り

ま
せ
ん
。
最
後
に
悔
い
を
残
さ
な
い
試
合

が
で
き
る
か
は
正
直
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

最
初
に
書
い
た
よ
う
に
地
道
さ
が
結
果
に

繋
が
る
競
技
な
の
で
、
後
輩
達
を
全
力
で

フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
自
分
の
技
術
を
少
し

ず
つ
上
達
さ
せ
、
私
の
想
う
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
プ

レ
ー
を
後
輩
達
に
示
し
た
い
で
す
。

合
で
直
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
以
外
の
合
同
練

習
を
行
え
ず
に
本
番
を
迎
え
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
大
学
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
あ
っ
て
大
変
良
い
演
奏
が
で

き
、
来
場
さ
れ
た
方
か
ら
も
お
褒
め
の
言

葉
を
頂
け
ま
し
た
。
美
し
い
音
色
を
届
け

ら
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
し
、
演
奏
で
心

を
繋
い
だ
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　ジ
ョ
イ
ク
ラ
ブ
を
含
め
、
貴
重
な
経
験

が
で
き
た
三
年
間
に
な
り
ま
し
た
。
卒
業

し
て
も
こ
れ
ま
で
の
思
い
出
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　四
月
か
ら
ま
た
部
員
が
増
え
る
の
で
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
選
手
の
み
ん
な
を

今
ま
で
以
上
に
支
え
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

チ
ー
ム
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
を
実
現
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

実
用
英
語
技
能
検
定（
英
検
）
 

名

日
本
漢
字
能
力
検
定（
漢
検
）
 

名

実
用
数
学
技
能
検
定（
数
検
）
 

名

リ
ス
ニ
ン
グ
英
語
検
定（
全
工
協
）

 

名

計
算
技
術
検
定

 

名

計
算
技
術
検
定（
全
工
協
）
 

名

基
礎
製
図
検
定（
全
工
協
）
 

名

日
検
文
章
ス
ピ
ー
ド
認
定
検
定

 
名

日
検
情
報
処
理
検
定

 

名

日
検
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
検
定

 

名

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

 

名

ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

 

名

研
削
砥
石（
自
由
）特
別
教
育

 

名

Ｐ
検
ア
プ
リ
検
定
ワ
ー
プ
ロ

 

名

Ｐ
検
ア
プ
リ
検
定
表
計
算

 

名

Ｐ
検
タ
イ
ピ
ン
グ
検
定

 

名

生
活
用
品
の
撤
去
や
崩
れ
か
か
っ
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
取
り
壊
し
等
を
担
当
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
ボ
ロ
ボ
ロ
に
壊
れ
た
タ
ン

ス
や
粉
々
に
割
れ
た
ガ
ラ
ス
が
地
震
の
恐

ろ
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。
他
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん
と
も
協
力
し
、

声
を
か
け
合
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
ま
し

た
。
最
後
に
被
災
地
の
方
々
か
ら
感
謝
の

お
言
葉
を
頂
戴
し
、
と
て
も
温
か
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　会
津
美
里
町
で
開
催
さ
れ
た
大
俵
引

き
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
路
面
が

凍
る
程
の
寒
さ
で
し
た
が
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
圧
倒
的
な
熱
気
や
勢
い
に
押
さ
れ

る
よ
う
に
全
員
で
声
を
張
り
上
げ
、
お
神

輿
を
担
い
で
町
内
を
回
り
ま
し
た
。
休
憩

所
で
頂
い
た
芋
汁
の
美
味
し
さ
は
身
に
染

み
る
程
で
、
寒
さ
が
吹
っ
飛
ん
だ
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
綱
引
き
大
会
に

参
加
さ
せ
て
頂
い
た
り
、
最
後
に
行
わ
れ

た
福
男
の
競
走
で
他
の
部
員
が
惜
し
く
も

二
位
に
な
っ
た
り
な
ど
、
存
分
に
楽
し
み

行
事
全
体
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
地
域

の
伝
統
を
体
感
で
き
た
楽
し
い
一
日
で
し

た
。
年
間
に
取
り
組
ん
だ
活
動
は
あ
ま
り

に
多
く
て
こ
こ
に
書
き
き
れ
ま
せ
ん
。
本

当
に
充
実
そ
の
も
の
で
し
た
。
地
域
貢
献

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
仲
間
の
絆
や
チ
ー

ム
の
連
帯
感
を
高
め
ら
れ
る
の
で
今
後
も

ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
頂
き
た
い
で
す
。

増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
会
ま
で
練

習
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
他

に
も
試
合
当
日
に
悪
天
候
の
た
め
楽
器
の

音
が
う
ま
く
響
か
な
か
っ
た
り
、
強
風
で

楽
譜
が
ど
こ
か
に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た

り
等
、
屋
外
な
ら
で
は
の
ト
ラ
ブ
ル
も

度
々
起
こ
り
ま
し
た
。

　そ
う
し
た
苦
労
の
中
で
も
今
日
ま
で
頑

張
り
続
け
る
事
が
で
き
た
の
は
、
部
の
仲

間
達
と
協
力
し
て
練
習
を
重
ね
、
吹
け

る
よ
う
に
な
る
喜
び
が
あ
る
か
ら
で
す
。

演
奏
が
難
し
く
て
最
初
は
嫌
い
だ
っ
た
曲

も
、
仲
間
と
指
摘
し
合
っ
て
練
習
す
る
と

次
第
に
吹
け
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
ど

の
曲
の
演
奏
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
野

球
部
の
保
護
者
の
皆
様
も
差
し
入
れ
や
お

守
り
を
下
さ
る
等
、
優
し
く
接
し
て
下

さ
り
、
い
つ
も
元
気
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　今
後
も
活
動
に
励
み
、
周
り
の
方
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
や
相
手
チ
ー
ム
に
対
す
る

敬
意
を
忘
れ
ず
に
、
頑
張
っ
て
い
る
チ
ー

ム
の
み
ん
な
に
全
力
で
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　甲
子
園
出
場
は
夢
や
幻
な
ん
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
達
、
会
津
北
嶺
高
校
応

援
団
は
誰
よ
り
も
そ
の
実
現
を
信
じ
て
い

ま
す
。
頑
張
れ
、
北
嶺
野
球
部
。

◆ 

資
格
取
得
者
数 

◆

２
０
2
5
年
2
月
現
在

1
8
5

1
32

3
25

7
1

8
1

2
1

1
3

1
2

5
7

6
3

2
4

1
2
5

5
6

1
0
7
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2024 年度（令和６年度）進路決定状況　（コース別）　2月上旬現在
○ 普通科 特別進学コース ○ 普通科 総合進学コース ○ 機械科 自動車コース

国公立大学
私立大学

国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就　職
その他
合　計

0
18
１
0
3
０
0
3
25

国公立大学
私立大学

国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就　職
その他
合　計

0
3
0
0
6
1
13
0
23

国公立大学
私立大学

国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就　職
その他
合　計

0
4
2
0
10
2
16
1
35

　僕
は
年
明
け
す
ぐ
に
台
湾
で
行
わ
れ
た

海
外
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
を

決
め
た
理
由
は
、
台
湾
の
文
化
や
歴
史

を
学
び
国
際
文
化
の
理
解
を
深
め
て
自

分
を
成
長
さ
せ
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

ま
た
日
本
と
台
湾
の
違
い
を
知
る
事
で
新

た
な
視
点
で
物
事
を
捉
え
る
事
が
で
き
る

と
思
い
ま
し
た
。

　台
湾
と
日
本
の
違
い
は
言
葉
や
生
活

習
慣
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
中

で
も
食
文
化
の
違
い
が
印
象
的
で
し
た
。

台
湾
の
料
理
は
味
が
濃
い
物
が
多
く
、
ど

れ
も
温
か
い
物
ば
か
り
で
し
た
。
彼
等
か

ら
見
れ
ば
、
逆
に
僕
達
の
方
が
冷
た
い
物

を
食
べ
過
ぎ
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
。

　現
地
の
高
校
生
と
の
交
流
も
と
て
も

台
湾
で
感
じ
た
英
語
の
重
要
性

一
年
Ａ
組

　
　
阿
部
　
凉
晴
（
猪
苗
代
中
）

一
年
間
を
振
り
返
っ
て

　私
は
、
今
年
度
開
催
さ
れ
た
校
内
文

化
祭
「
北
嶺
祭
」
に
生
徒
会
役
員
兼
、

実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
、
限
ら
れ
た

準
備
期
間
で
し
た
が
全
て
の
在
校
生
や
先

生
方
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
行
事
の
準

備
を
進
め
ま
し
た
。

　催
し
の
中
で
は
特
に
生
徒
主
催
の
ク
イ

ズ
大
会
や
ス
テ
ー
ジ
で
の
有
志
発
表
に
力

を
入
れ
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
の
内
容
が
先
生

方
を
主
役
に
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
各
先

生
と
事
前
に
日
程
調
整
を
行
い
、
撮
影

と
編
集
を
同
時
展
開
さ
せ
な
が
ら
本
番

に
間
に
合
わ
せ
ま
し
た
。
快
く
撮
影
に
ご

協
力
下
さ
っ
た
先
生
方
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
体
育
館
ス
テ
ー
ジ

の
有
志
発
表
に
も
多
く
の
参
加
申
し
込
み

み
ん
な
で
作
っ
た
北
嶺
祭

北
嶺
祭
実
行
委
員
　
二
年
Ａ
組

　
　
野
口
　
侑
楽
（
若
松
一
中
）

　僕
が
所
属
す
る
機
械
科
自
動
車
コ
ー
ス

の
最
大
目
標
は
三
級
自
動
車
整
備
士
の

資
格
取
得
で
す
。
そ
の
達
成
に
向
け
た
専

門
知
識
を
得
る
た
め
、
今
回
僕
達
は
授

業
や
自
動
車
部
の
活
動
を
通
し
て
小
型

ト
ラ
ッ
ク
の
車
検
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
感
じ
た
事
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
整
備
に
は
重
い
責
任
が
あ
る
と
い

う
事
で
す
。
パ
ー
ツ
の
取
り
外
し
や
分
解

は
比
較
的
簡
単
に
で
き
ま
す
が
、
取
り
付

け
は
特
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ネ
ジ
や
ボ
ル
ト
が
一つ
で
も
緩
ん
で
い

た
り
、
足
り
な
か
っ
た
り
す
る
だ
け
で
整

備
し
た
意
味
が
全
く
無
く
な
り
、
大
事

故
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
次

に
感
じ
た
事
が
、
自
分
で
整
備
を
行
っ
た

車
が
実
際
に
走
っ
た
瞬
間
の
達
成
感
で

す
。
先
生
に
サ
ポ
ー
ト
頂
き
な
が
ら
三
日

か
け
て
う
ま
く
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
エ

ン
ジ
ン
の
音
や
公
道
を
実
際
に
走
っ
て
い

る
姿
を
見
て
、
や
っ
て
良
か
っ
た
と
強
く

思
い
、
普
段
の
学
校
の
勉
強
が
技
術
に
繋

が
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　今
後
も
授
業
や
部
活
動
に
一
生
懸
命
取

り
組
み
、
車
に
つ
い
て
専
門
的
に
学
べ
る

本
校
の
強
み
を
生
か
し
て
優
れ
た
整
備
士

を
目
指
し
た
い
で
す
。

整
備
し
た
車
が
走
っ
た
喜
び

自
動
車
部
　
一
年
Ｃ
組

　
　
大
竹
　
悠
斗
（
古
殿
中
）

貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
こ

ち
ら
の
言
葉
が
全
く
通
じ
ず
苦
労
し
ま
し

た
が
、
表
情
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
駆
使
し

な
が
ら
交
流
し
た
と
こ
ろ
、
お
互
い
に
う

ま
く
分
か
り
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
地
の
高
校
生
も
日
本
の
大
学
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
そ
う
な
の
で
僕

も
負
け
ず
に
勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　今
回
の
研
修
を
通
じ
て
英
語
知
識
の

重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
英
語
が

読
め
な
け
れ
ば
買
い
物
す
る
事
が
で
き
ず
、

話
せ
な
け
れ
ば
自
由
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
事
も
で
き
ま
せ
ん
。
次
に
海
外

を
訪
れ
た
際
に
今
回
以
上
に
多
く
の
方
と

交
流
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
英
語
を
勉

強
し
て
い
き
た
い
で
す
。

を
頂
き
ま
し
た
。
直
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の

運
営
で
不
慣
れ
な
部
分
を
お
見
せ
す
る
形

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
分
本

番
に
向
け
た
改
善
点
を
見
つ
け
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　当
日
は
楽
し
も
う
と
い
う
雰
囲
気
を

作
っ
て
く
れ
た
全
校
生
の
み
ん
な
の
お
か

げ
で
一
日
中
体
育
館
が
笑
顔
や
声
援
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
苦
労
が
報
わ
れ
た
と
感
じ

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
も
っ
と
改

善
し
た
い
と
思
う
点
も
た
く
さ
ん
出
て
き

ま
し
た
。

　次
年
度
は
一
般
の
方
を
お
招
き
す
る
形

で
の
公
開
型
の
北
嶺
祭
の
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
規
模
が
大
き
く
な
る
事
か

ら
さ
ら
に
日
程
的
に
厳
し
く
な
る
と
思
う

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
準
備
を
始
め
、

来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
全
員
が
楽
し
め
る
行

事
に
し
た
い
で
す
。
ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て

い
て
下
さ
い
。

● ●
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2024 年度（令和６年度）進路決定状況　（コース別）　2月上旬現在
○ 普通科 特別進学コース ○ 普通科 総合進学コース ○ 機械科 自動車コース

国公立大学
私立大学

国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就　職
その他
合　計

0
18
１
0
3
０
0
3
25

国公立大学
私立大学

国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就　職
その他
合　計

0
3
0
0
6
1
13
0
23

国公立大学
私立大学

国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就　職
その他
合　計

0
4
2
0
10
2
16
1
35

　僕
は
年
明
け
す
ぐ
に
台
湾
で
行
わ
れ
た

海
外
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
を

決
め
た
理
由
は
、
台
湾
の
文
化
や
歴
史

を
学
び
国
際
文
化
の
理
解
を
深
め
て
自

分
を
成
長
さ
せ
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

ま
た
日
本
と
台
湾
の
違
い
を
知
る
事
で
新

た
な
視
点
で
物
事
を
捉
え
る
事
が
で
き
る

と
思
い
ま
し
た
。

　台
湾
と
日
本
の
違
い
は
言
葉
や
生
活

習
慣
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
中

で
も
食
文
化
の
違
い
が
印
象
的
で
し
た
。

台
湾
の
料
理
は
味
が
濃
い
物
が
多
く
、
ど

れ
も
温
か
い
物
ば
か
り
で
し
た
。
彼
等
か

ら
見
れ
ば
、
逆
に
僕
達
の
方
が
冷
た
い
物

を
食
べ
過
ぎ
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
。

　現
地
の
高
校
生
と
の
交
流
も
と
て
も

台
湾
で
感
じ
た
英
語
の
重
要
性

一
年
Ａ
組

　
　
阿
部
　
凉
晴
（
猪
苗
代
中
）

一
年
間
を
振
り
返
っ
て

　私
は
、
今
年
度
開
催
さ
れ
た
校
内
文

化
祭
「
北
嶺
祭
」
に
生
徒
会
役
員
兼
、

実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
、
限
ら
れ
た

準
備
期
間
で
し
た
が
全
て
の
在
校
生
や
先

生
方
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
行
事
の
準

備
を
進
め
ま
し
た
。

　催
し
の
中
で
は
特
に
生
徒
主
催
の
ク
イ

ズ
大
会
や
ス
テ
ー
ジ
で
の
有
志
発
表
に
力

を
入
れ
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
の
内
容
が
先
生

方
を
主
役
に
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
各
先

生
と
事
前
に
日
程
調
整
を
行
い
、
撮
影

と
編
集
を
同
時
展
開
さ
せ
な
が
ら
本
番

に
間
に
合
わ
せ
ま
し
た
。
快
く
撮
影
に
ご

協
力
下
さ
っ
た
先
生
方
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
体
育
館
ス
テ
ー
ジ

の
有
志
発
表
に
も
多
く
の
参
加
申
し
込
み

み
ん
な
で
作
っ
た
北
嶺
祭

北
嶺
祭
実
行
委
員
　
二
年
Ａ
組

　
　
野
口
　
侑
楽
（
若
松
一
中
）

　僕
が
所
属
す
る
機
械
科
自
動
車
コ
ー
ス

の
最
大
目
標
は
三
級
自
動
車
整
備
士
の

資
格
取
得
で
す
。
そ
の
達
成
に
向
け
た
専

門
知
識
を
得
る
た
め
、
今
回
僕
達
は
授

業
や
自
動
車
部
の
活
動
を
通
し
て
小
型

ト
ラ
ッ
ク
の
車
検
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
感
じ
た
事
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
整
備
に
は
重
い
責
任
が
あ
る
と
い

う
事
で
す
。
パ
ー
ツ
の
取
り
外
し
や
分
解

は
比
較
的
簡
単
に
で
き
ま
す
が
、
取
り
付

け
は
特
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ネ
ジ
や
ボ
ル
ト
が
一つ
で
も
緩
ん
で
い

た
り
、
足
り
な
か
っ
た
り
す
る
だ
け
で
整

備
し
た
意
味
が
全
く
無
く
な
り
、
大
事

故
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
次

に
感
じ
た
事
が
、
自
分
で
整
備
を
行
っ
た

車
が
実
際
に
走
っ
た
瞬
間
の
達
成
感
で

す
。
先
生
に
サ
ポ
ー
ト
頂
き
な
が
ら
三
日

か
け
て
う
ま
く
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
エ

ン
ジ
ン
の
音
や
公
道
を
実
際
に
走
っ
て
い

る
姿
を
見
て
、
や
っ
て
良
か
っ
た
と
強
く

思
い
、
普
段
の
学
校
の
勉
強
が
技
術
に
繋

が
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　今
後
も
授
業
や
部
活
動
に
一
生
懸
命
取

り
組
み
、
車
に
つ
い
て
専
門
的
に
学
べ
る

本
校
の
強
み
を
生
か
し
て
優
れ
た
整
備
士

を
目
指
し
た
い
で
す
。

整
備
し
た
車
が
走
っ
た
喜
び

自
動
車
部
　
一
年
Ｃ
組

　
　
大
竹
　
悠
斗
（
古
殿
中
）

貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
こ

ち
ら
の
言
葉
が
全
く
通
じ
ず
苦
労
し
ま
し

た
が
、
表
情
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
駆
使
し

な
が
ら
交
流
し
た
と
こ
ろ
、
お
互
い
に
う

ま
く
分
か
り
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
地
の
高
校
生
も
日
本
の
大
学
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
そ
う
な
の
で
僕

も
負
け
ず
に
勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　今
回
の
研
修
を
通
じ
て
英
語
知
識
の

重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
英
語
が

読
め
な
け
れ
ば
買
い
物
す
る
事
が
で
き
ず
、

話
せ
な
け
れ
ば
自
由
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
事
も
で
き
ま
せ
ん
。
次
に
海
外

を
訪
れ
た
際
に
今
回
以
上
に
多
く
の
方
と

交
流
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
英
語
を
勉

強
し
て
い
き
た
い
で
す
。

を
頂
き
ま
し
た
。
直
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の

運
営
で
不
慣
れ
な
部
分
を
お
見
せ
す
る
形

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
分
本

番
に
向
け
た
改
善
点
を
見
つ
け
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　当
日
は
楽
し
も
う
と
い
う
雰
囲
気
を

作
っ
て
く
れ
た
全
校
生
の
み
ん
な
の
お
か

げ
で
一
日
中
体
育
館
が
笑
顔
や
声
援
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
苦
労
が
報
わ
れ
た
と
感
じ

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
も
っ
と
改

善
し
た
い
と
思
う
点
も
た
く
さ
ん
出
て
き

ま
し
た
。

　次
年
度
は
一
般
の
方
を
お
招
き
す
る
形

で
の
公
開
型
の
北
嶺
祭
の
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
規
模
が
大
き
く
な
る
事
か

ら
さ
ら
に
日
程
的
に
厳
し
く
な
る
と
思
う

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
準
備
を
始
め
、

来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
全
員
が
楽
し
め
る
行

事
に
し
た
い
で
す
。
ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て

い
て
下
さ
い
。

● ●
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充
実
の
三
年
間
で
し
た
　

三
年
A
組

渡
邉

　泰
暉

　（若
松
一
中
）

　東
海
大
学

　経
営
学
部
経
営
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　合
格

合
格
・
内
定
者
の
声

　
多
く
の
先
生
方
や
仲
間
達
の
協
力
の
お

か
げ
で
こ
の
度
志
望
校
に
合
格
し
、
春
か

ら
大
学
生
と
し
て
新
生
活
を
始
め
る
事
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
私
が
大
学
で
経
営
学
を
学
び
た
い
と
考

え
た
の
は
数
年
前
に
東
日
本
大
震
災
の
特

集
を
観
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
震
災

の
影
響
で
経
営
難
に
陥
り
、
結
果
的
に
閉

店
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
店
舗
を
取

材
し
た
映
像
を
目
に
し
た
事
で
私
は
「
天

災
は
い
つ
で
も
起
こ
り
得
る
。
そ
れ
な
ら

今
後
も
増
え
て
い
く
同
じ
よ
う
な
人
達
に

一
体
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
私
な
り
に
出

し
た
結
論
が
、
経
営
に
関
す
る
専
門
性
を

身
に
つ
け
る
事
で
そ
の
支
援
に
近
付
け
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
で
し
た
。

　
東
海
大
学
は
国
内
の
大
学
の
中
で
も
学

生
数
が
非
常
に
多
い
大
学
の
一
つ
で
す
。

同
じ
学
部
や
学
科
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
学

部
や
学
科
、
そ
し
て
他
の
国
籍
を
持
つ
友

人
達
と
で
き
る
限
り
交
流
し
、
多
彩
な

知
識
や
考
え
方
を
身
に
つ
け
、
多
様
性
の

時
代
に
適
し
た
人
間
性
を
得
る
事
で
将

来
の
活
躍
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
会
津
北
嶺
高
校
で
過
ご
し
た
三
年
間

は
ど
の
年
も
思
い
出
す
事
ば
か
り
で
こ
れ

ま
で
の
人
生
の
中
で
特
に
内
容
の
濃
い
も

の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
迎
え

る
大
学
生
活
で
も
周
囲
の
仲
間
や
先
生

方
と
の
結
び
つ
き
、
そ
し
て
自
分
か
ら
進

ん
で
動
く
姿
勢
を
常
に
大
切
に
し
、
将
来

の
自
分
に
繋
が
る
学
び
を
得
た
い
で
す
。

経
済
知
識
で
人
々
を
守
り
た
い
　

三
年
A
組

五
十
嵐

　小
春

　（高
田
中
）

　帝
京
大
学
　経
済
学
部

　
　
　
　
　
　
　国
際
経
済
学
科
　合
格

　
受
験
方
法
や
受
験
校
の
決
定
に
悩
ん

だ
私
が
最
終
的
に
そ
れ
を
決
め
た
の
は
夏

休
み
の
終
わ
り
頃
で
し
た
。
帝
京
大
の
総

合
型
入
試
は
面
接
試
験
と
英
語
の
筆
記

試
験
か
ら
成
る
た
め
本
来
な
ら
夏
休
み
を

使
っ
て
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
既
に
二
学
期
に
入
っ
て
お
り
、

運
悪
く
新
学
期
早
々
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
事
で
十
分
な
期
間
が
残
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
勉
強
が
本
当
に
間
に

合
う
か
不
安
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

先
生
方
が
連
日
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
た

事
で
無
事
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
何
度
も
面
接
相
手
を
し
て
下
さ
り
、

英
語
の
過
去
問
を
丁
寧
に
ご
指
導
頂
い
た

先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
春
か
ら
迎
え
る
大
学
生
活
で
は
ア
ジ
ア

経
済
に
関
す
る
内
容
を
中
心
に
研
究
し
な

が
ら
普
段
の
講
義
だ
け
で
な
く
海
外
研
修

へ
の
参
加
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
資
格
の
取
得
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
高
得
点

子
ど
も
の
頃
の
夢
が
現
実
に

三
年
Ｂ
組

鈴
木

　心
奈

　（若
松
四
中
）

　会
津
大
学
短
期
大
学
部

　

　
　
　幼
児
教
育
・
福
祉
学
科

　合
格

　
私
は
幼
い
頃
か
ら
幼
稚
園
の
先
生
に
な

る
の
が
夢
で
し
た
。
高
校
に
入
っ
て
進
学

先
で
悩
ん
で
い
た
時
、
合
同
進
路
説
明
会

で
担
当
の
先
生
か
ら
お
話
を
聞
い
た
事
が

き
っ
か
け
で
私
は
会
津
短
大
を
推
薦
入
試

で
受
験
す
る
事
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
後

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
そ
こ
で
頂
い
た
資
料
を
参
考
に
担
任

の
先
生
と
受
験
ま
で
の
学
習
計
画
を
立
て

ま
し
た
。

　
合
格
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
事
を
具
体

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
た
社
会
人
に

三
年
Ｃ
組

磯
川

　将
虎

　（猪
苗
代
中
）

　ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　内
定

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
受
験
に
つ
い
て
は
、

最
初
は
担
任
の
先
生
か
ら
お
声
か
け
頂
い

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
ご
紹
介
頂
い

た
の
が
あ
ま
り
に
大
き
な
企
業
だ
っ
た
の

で
最
初
は
現
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
先
生
か
ら
「
宝
く
じ
が
当
た
る
ぐ
ら

い
の
事
だ
ぞ
」、
と
何
だ
か
分
か
る
よ
う

な
分
か
ら
な
い
よ
う
な
お
言
葉
を
か
け
て

頂
い
た
事
で
、
か
え
っ
て
先
生
の
思
い
の

強
さ
が
伝
わ
り
、
そ
れ
な
ら
真
剣
に
受
験

対
策
を
し
て
い
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　
対
策
と
し
て
学
校
で
も
問
題
集
を
購

入
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
勉
強

し
よ
う
と
就
職
試
験
の
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
と
一
般

常
識
の
問
題
集
を
新
た
に
購
入
し
、
自

宅
も
学
校
も
関
係
な
く
、
と
に
か
く
空
い

た
時
間
に
ひ
た
す
ら
解
く
よ
う
に
し
ま
し

た
。
時
に
は
集
中
の
あ
ま
り
深
夜
一
時
を

過
ぎ
て
い
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
正
直
人

生
で
一
番
勉
強
し
た
時
期
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
面
接
練
習
で
は
指
導
頂
い
た
ど
の
先
生

か
ら
も
「
入
社
し
た
い
と
い
う
熱
意
が
足

り
な
い
」
と
い
う
ご
指
摘
を
頂
い
た
の
で
、

企
業
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
、
そ
の
魅
力

を
で
き
る
だ
け
強
く
語
れ
る
よ
う
に
努
力

し
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
努
力
や
野
球
部
員
と
し
て
何

度
も
試
合
の
緊
張
感
を
味
わ
っ
て
き
た
経

験
か
ら
か
、
試
験
当
日
は
あ
ま
り
緊
張
す

る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
内
容
は
満
足
ゆ
く
も
の
で
は

な
く
、
も
っ
と
う
ま
く
答
え
ら
れ
た
、
あ

の
問
題
は
あ
あ
解
け
ば
良
か
っ
た
等
と
悔

い
も
残
り
ま
し
た
。
結
果
が
不
安
に
な
り

ま
し
た
が
、
自
分
が
あ
の
世
界
的
な
企
業

の
試
験
を
受
け
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
ど
ん

な
結
果
で
あ
れ
光
栄
な
事
だ
と
思
い
直
し

ま
し
た
。
内
定
を
知
っ
た
瞬
間
は
ま
る
で

自
分
の
事
で
は
な
い
よ
う
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
ま
で
支
え
て
く
れ

た
家
族
や
先
生
方
に
真
っ
先
に
報
告
し
ま

し
た
。
誰
も
が
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
て
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
ト
ヨ
タ
の
名
前
を
背
負
っ
て
働
く
以
上

は
し
っ
か
り
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
働
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
辛
い
時
に
は
こ
れ
ま

で
の
寮
生
活
や
学
校
生
活
を
思
い
出
し
て

力
に
変
え
、
周
り
の
社
員
の
皆
さ
ん
と
高

め
合
い
な
が
ら
、
社
会
人
と
し
て
良
い
形

で
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
い
で
す
。

一
緒
に
努
力
し
た
仲
間
達

三
年
Ｂ
組

小
沼

　琉
聖

　（若
松
四
中
）

　株
式
会
社
シ
グ
マ
会
津
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　内
定

　
就
職
試
験
を
通
し
て
私
は
無
事
内
定

を
頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
試
験
内
容
は

面
接
と
筆
記
試
験
、
そ
し
て
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
三
つ
で
し
た
。
以
前

先
生
方
か
ら
厳
し
い
受
験
に
な
る
と
お
聞

き
し
て
い
た
の
で
、
試
験
当
日
に
向
け
た

準
備
を
計
画
的
に
進
め
る
よ
う
心
が
け
ま

し
た
。

　
ま
ず
面
接
対
策
で
は
複
数
の
先
生
方
に

練
習
相
手
を
し
て
頂
け
る
時
間
を
事
前

に
お
聞
き
し
、
と
に
か
く
練
習
し
な
い
日

が
無
い
よ
う
に
予
定
を
立
て
ま
し
た
。
目

線
や
声
の
出
し
方
、
台
詞
の
長
さ
等
、

細
か
な
指
導
を
何
度
も
し
て
頂
く
う
ち
に

質
問
さ
れ
た
事
に
き
ち
ん
と
受
け
答
え
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
自
信
に
も
繋
が
り
ま

し
た
。
次
に
筆
記
試
験
対
策
と
し
て
は
帰

宅
後
必
ず
問
題
集
に
向
か
う
習
慣
を
作

り
、
学
校
の
自
習
時
間
も
利
用
し
て
勉

強
し
、
分
か
ら
な
い
問
題
を
先
生
に
教
え

て
頂
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
最
後
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
対
策
で
は
同
じ
く
入
社
試

験
を
受
け
る
仲
間
達
と
練
習
を
重
ね
ま

し
た
。
結
果
的
に
別
の
企
業
に
行
く
事
に

な
り
ま
し
た
が
、
長
時
間
一
緒
に
練
習
し

て
く
れ
た
み
ん
な
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
休
日
や
放
課
後
の
夜
遅
く
ま
で
練
習

し
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
努
力
だ

け
で
何
と
か
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
は
な

く
、
本
当
に
周
り
の
方
に
手
伝
っ
て
頂
け

た
か
ら
こ
そ
で
き
た
事
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
協
力
し
て
頂
い
た
仲
間

達
や
先
生
方
に
も
の
す
ご
く
感
謝
し
た
い

で
す
。

　
入
社
後
は
社
会
人
と
し
て
、
高
校
ま

で
と
は
環
境
が
一
変
す
る
と
思
う
の
で
、

早
く
そ
の
環
境
に
慣
れ
る
事
が
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

資
格
取
得
が
励
み
に
な
っ
た

三
年
Ｃ
組

永
井

　一
志

　（若
松
六
中
）

　ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
シ
ル
バ
ー

　
　
　東
邦
自
動
車
株
式
会
社

　内
定

　
機
械
科
の
私
は
多
く
の
工
業
系
資
格
に

合
格
す
る
と
得
ら
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス

タ
ー
の
表
彰
を
受
け
る
事
を
目
標
に
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
時
に
は
苦
労
も
あ
り

ま
し
た
が
、
基
礎
製
図
検
定
や
ガ
ス
溶
接

技
能
講
習
な
ど
複
数
の
資
格
を
取
得
し

無
事
目
標
を
達
成
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

指
数
関
数
や
対
数
関
数
の
慣
れ
な
い
計
算

に
苦
戦
し
た
計
算
技
術
検
定
二
級
を
は
じ

め
、
ど
の
資
格
の
勉
強
も
先
生
方
が
細
か

く
支
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
春
か
ら
地
元

の
民
間
工
場
の
整
備
士
と
し
て
働
く
事
に

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
資
格
を

活
用
し
な
が
ら
社
会
で
立
派
に
活
躍
し
て

い
き
た
い
で
す
。

の
獲
得
等
の
具
体
的
な
計
画
や
目
標
を

立
て
て
行
動
し
、
今
回
の
受
験
の
よ
う
に

慌
て
な
く
て
済
む
よ
う
心
が
け
た
い
で
す
。

四
年
間
と
は
い
え
高
校
生
活
と
同
じ
く

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
と
思
う

の
で
積
極
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
大
切
に
過
ご

し
、
経
済
に
関
す
る
専
門
知
識
を
活
用

し
、
将
来
社
会
で
人
々
の
生
活
を
守
る
務

め
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

機
械
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に

三
年
C
組

山
田

　晴
人

　（若
松
四
中
）

日
本
大
学

　工
学
部

　機
械
工
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　合
格

　
小
学
生
の
頃
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
の
を
趣
味
に
し
て
い
た

私
は
、
次
第
に
そ
う
し
た
パ
ソ
コ
ン
機
器

の
仕
組
み
や
構
造
な
ど
、
機
械
そ
の
も
の

に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
本
校
の
機
械
科
へ
の
入
学
を
専
願

で
志
望
し
た
の
も
、
実
際
に
機
械
に
触
れ

て
学
習
で
き
る
高
校
に
進
学
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
願
い
が

叶
っ
て
、
私
は
三
年
間
、
授
業
を
通
し
て

様
々
な
機
械
に
触
れ
な
が
ら
、
自
動
車
の

構
造
や
整
備
方
法
、
様
々
な
工
具
の
扱
い

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
賞

　
三
年
Ａ
組
　
高
橋
　
柊
音
（
喜
多
方
三
中
）

産
業
教
育
振
興
中
央
会
賞

　
三
年
Ｃ
組
　
磯
川
　
将
虎
（
猪
苗
代
中
）

福
島
県
産
業
教
育
振
興
会
賞
 

　
三
年
Ｃ
組
　
秋
山
　
北
斗
（
塩
川
中
）

福
島
県
産
業
教
育
振
興
会
会
津
支
会
賞

　
三
年
Ｃ
組
　
山
田
　
晴
人
（
若
松
四
中
）

福
島
県
私
立
中
学
高
等
学
校
保
護
者
会
賞
 

　
三
年
Ｂ
組
　
小
沼
　
琉
聖
（
若
松
四
中
）

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
 

　
三
年
Ｃ
組
　
秋
山
　
北
斗
（
塩
川
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
穴
澤
　
奨
隆
（
北
会
津
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
五
十
嵐
　
琉
聖
（
一
箕
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
磯
川
　
将
虎
（
猪
苗
代
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
倉
持
　
友
輝
（
境
第
二
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
鈴
木
　
涼
介
（
若
松
四
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
永
井
　
一
志
（
若
松
六
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
星
　
　
煌
樹
（
下
郷
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
山
田
　
晴
人
（
若
松
四
中
）

福
島
県
高
校
野
球
連
盟
優
秀
選
手
賞

　
三
年
Ｃ
組
　
秋
山
　
北
斗
（
塩
川
中
）

三
ヶ
年
皆
勤
賞

　
三
年
Ａ
組
　
遠
藤
　
桃
汰
（
若
松
一
中
）

　
三
年
Ａ
組
　
武
島
　
大
輔
（
鈴
ヶ
森
中
）

　
三
年
Ａ
組
　
横
山
　
美
侑
（
若
松
五
中
）

　
三
年
Ｂ
組
　
渡
部 

姫
早
羅（
河
東
学
園
）

　
三
年
Ｃ
組
　
五
十
嵐 

琉
聖（
一
箕
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
大
堀
　
空
翔
（
猪
苗
代
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
鈴
木
　
涼
介
（
若
松
四
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
芳
賀
　
脩
斗
（
一
箕
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
渡
邉
　
新
　（
一
箕
中
）

一
、
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
賞
　　
　
　
　
　
　
籾
山 

千
笑
実

一
、
産
業
教
育
振
興
中
央
会
賞
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
大
川
原 

豪
人

一
、
福
島
県
産
業
教
育
振
興
会
賞 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

内
藤
　 

賢
都

一
、
福
島
県
産
業
教
育
振
興
会
会
津
支
会
賞　
　
　
　
　  

福
地
　 

大
介

一
、
福
島
県
私
立
中
学
高
等
学
校
保
護
者
会
賞
　
　
　
　 

牛
木
　 

美
結

一
、
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

内
藤
　 

賢
都
　
　
大
川
原 

豪
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

佐
藤
　 

友
哉
　
　
大
竹
　 

敢
汰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

蓮
沼
　
　 

仁
　
　
長
谷
川 

将
汰

一
、
三
ヶ
年
皆
勤
賞              

　
　
　
　
　   

　   

　  

石
山
　 

芙
海
　
　
大
堀
　 

真
穂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

籾
山 

千
笑
実
　
　
湯
浅
　 

朱
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

湯
浅
　 

夏
生
　
　
鈴
木
　 

　
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

好
川
　 

晶
哉
　
　
牛
木
　 

美
結
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

佐
藤
　 

聖
南
　
　
玉
川 

の
ぞ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

平
野 

奈
津
美
　
　 

松
澤
　
聖
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

笠
間
　 

悠
人
　
　 

鈴
木
　
神
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木
　 

輝
斗
　
　
渡
部 

　
郁
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

穴
澤
　 

李
生
　
　
伊
藤 

遼
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
川
原 

豪
人
　
　
川
田
　 

亘
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

木
村
　 

海
人
　
　
小
板
橋 

夢
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

小
林
　 

幹
太
　
　
佐
藤
　 

友
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

佐
藤
　 

陽
人
　
　
佐
藤
　 

彪
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

神
　
　 

龍
太
　
　
杉
崎
　 

良
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

田
邉
　 

裕
樹
　
　
辻
川
　 

晴
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

内
藤
　 

賢
都
　
　
二
瓶
　 

快
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

福
地
　 

大
介
　
　
皆
川
　 

将
輝

一
、
生
徒
会
功
労
賞

　
　
総
務
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
川
原 

豪
人
　
　
伊
藤 

凜
々
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

湯
浅
　 

朱
香
　
　
小
池
　 

沙
耶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

小
椋 

菜
々
実
　
　
大
堀
　 

真
穂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木
　
　 

歩
　
　
石
山
　 

芙
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

嘉
藤
　 

英
里
　
　
金
子 

里
莉
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

籾
山 

千
笑
実
　
　
湯
浅
　 

夏
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

佐
藤
　 

聖
南
　
　
伊
藤 

遼
太
郎

　
　
自
動
車
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

穴
澤
　
李
生
　
　 

内
藤
　 

賢
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

長
谷
川 

将
汰
　
　

　
　
野
球
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
皆
川
　 

将
輝
　
　
鈴
木 

　
泰
樹

二
〇
二
四
年
度

卒
業
生

　受
賞
者
名
簿

な
ど
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
入
学
当
初
の
私
は
高
校
卒
業
後
、
就

職
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
大
学
進

学
を
意
識
す
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
下

さ
っ
た
の
は
先
生
方
で
す
。
先
生
方
は
機

械
へ
の
関
心
を
示
す
私
に
、
大
学
に
進
ん

で
さ
ら
に
専
門
的
な
知
識
を
身
に
付
け
た

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
日
本
大
学
工

学
部
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
を

薦
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
正
直
、
半
信
半
疑
と
い
う
か
、
あ
ま
り

気
乗
り
し
な
い
ま
ま
そ
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
し
た
私
で
し
た
が
、
そ
こ
で

水
と
砂
を
混
ぜ
て
水
圧
で
鉄
を
切
る
特

別
な
カ
ッ
タ
ー
を
使
っ
た
模
擬
授
業
を
体

験
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
で
、
次
第
に
大
学

の
専
門
性
の
高
い
授
業
に
興
味
を
魅
か
れ

始
め
ま
し
た
。
鉄
に
も
曲
げ
や
す
さ
や
強

度
の
違
い
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
種
類
が

あ
り
、
水
圧
カ
ッ
タ
ー
を
当
て
る
角
度
も

細
か
く
計
算
し
た
上
で
行
う
必
要
が
あ
る

な
ど
、
大
学
の
先
生
が
お
話
に
な
る
多
様

な
話
題
の
一つ
一つ
が
興
味
深
く
、
帰
る
頃

に
は
私
は
本
気
で
大
学
を
目
指
そ
う
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
試
験
当
日
に
向
け
て
最
も
苦
労
し
た
の

は
小
論
文
対
策
で
し
た
。
私
は
元
々
文
章

を
書
く
の
が
あ
ま
り
得
意
な
方
で
は
な

く
、
漢
字
の
書
き
取
り
も
苦
手
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
そ
こ
で
夏
休
み
の
間
か
ら
国
語

科
の
先
生
に
過
去
に
出
題
さ
れ
た
問
題
を

指
導
し
て
頂
き
、
二
学
期
以
降
も
原
稿

用
紙
に
向
か
っ
て
対
策
を
続
け
ま
し
た
。

本
番
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
事
前
に
予
想

し
た
テ
ー
マ
に
近
い
出
題
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
自
己
評
価
と
し
て
百
点
満
点
中
、

七
十
点
ぐ
ら
い
の
出
来
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
て
無
事
合
格
で
き
て
安
心
し

ま
し
た
。

　
大
学
入
学
後
は
、
工
学
に
関
す
る
専

門
性
を
高
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
最

後
の
学
生
生
活
で
も
あ
る
の
で
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
で
良
い
仲
間
を
築
き
、
四
年
間

を
充
実
さ
せ
、
将
来
の
活
躍
に
繋
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

的
に
挙
げ
る
と
、
ま
ず
は
定
期
テ
ス
ト
で

良
い
成
績
を
取
る
た
め
、
今
ま
で
以
上
に

テ
ス
ト
前
の
勉
強
に
励
み
ま
し
た
。
ま
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
二

学
年
以
降
で
約
十
回
の
活
動
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
ど
の
活
動
も
普
段
で
き

な
い
体
験
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
し
、

面
接
試
験
時
の
話
題
に
も
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
取
り
組
ん
だ
の
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
試
験
に
向
け
た
準
備
で
し
た
。
最

初
は
緊
張
し
て
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
本
番
に
向
け
て
先
生
方
に
ご
指
導

頂
け
る
よ
う
お
願
い
し
、
何
度
も
練
習
し

た
結
果
、
本
番
で
は
緊
張
せ
ず
に
発
表
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
進
学
後
は
、
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
取

得
の
た
め
に
積
極
的
に
学
習
し
、
可
能
な

範
囲
で
高
校
に
続
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
参
加
し
、
子
ど
も
の
頃
に
夢
見
た

理
想
の
先
生
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
楽
し
く
て
あ
っ
と
い
う
間
の
三
年
間
で

し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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充
実
の
三
年
間
で
し
た
　

三
年
A
組

渡
邉

　泰
暉

　（若
松
一
中
）

　東
海
大
学

　経
営
学
部
経
営
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　合
格

合
格
・
内
定
者
の
声

　
多
く
の
先
生
方
や
仲
間
達
の
協
力
の
お

か
げ
で
こ
の
度
志
望
校
に
合
格
し
、
春
か

ら
大
学
生
と
し
て
新
生
活
を
始
め
る
事
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
私
が
大
学
で
経
営
学
を
学
び
た
い
と
考

え
た
の
は
数
年
前
に
東
日
本
大
震
災
の
特

集
を
観
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
震
災

の
影
響
で
経
営
難
に
陥
り
、
結
果
的
に
閉

店
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
店
舗
を
取

材
し
た
映
像
を
目
に
し
た
事
で
私
は
「
天

災
は
い
つ
で
も
起
こ
り
得
る
。
そ
れ
な
ら

今
後
も
増
え
て
い
く
同
じ
よ
う
な
人
達
に

一
体
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
私
な
り
に
出

し
た
結
論
が
、
経
営
に
関
す
る
専
門
性
を

身
に
つ
け
る
事
で
そ
の
支
援
に
近
付
け
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
で
し
た
。

　
東
海
大
学
は
国
内
の
大
学
の
中
で
も
学

生
数
が
非
常
に
多
い
大
学
の
一
つ
で
す
。

同
じ
学
部
や
学
科
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
学

部
や
学
科
、
そ
し
て
他
の
国
籍
を
持
つ
友

人
達
と
で
き
る
限
り
交
流
し
、
多
彩
な

知
識
や
考
え
方
を
身
に
つ
け
、
多
様
性
の

時
代
に
適
し
た
人
間
性
を
得
る
事
で
将

来
の
活
躍
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
会
津
北
嶺
高
校
で
過
ご
し
た
三
年
間

は
ど
の
年
も
思
い
出
す
事
ば
か
り
で
こ
れ

ま
で
の
人
生
の
中
で
特
に
内
容
の
濃
い
も

の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
迎
え

る
大
学
生
活
で
も
周
囲
の
仲
間
や
先
生

方
と
の
結
び
つ
き
、
そ
し
て
自
分
か
ら
進

ん
で
動
く
姿
勢
を
常
に
大
切
に
し
、
将
来

の
自
分
に
繋
が
る
学
び
を
得
た
い
で
す
。

経
済
知
識
で
人
々
を
守
り
た
い
　

三
年
A
組

五
十
嵐

　小
春

　（高
田
中
）

　帝
京
大
学
　経
済
学
部

　
　
　
　
　
　
　国
際
経
済
学
科
　合
格

　
受
験
方
法
や
受
験
校
の
決
定
に
悩
ん

だ
私
が
最
終
的
に
そ
れ
を
決
め
た
の
は
夏

休
み
の
終
わ
り
頃
で
し
た
。
帝
京
大
の
総

合
型
入
試
は
面
接
試
験
と
英
語
の
筆
記

試
験
か
ら
成
る
た
め
本
来
な
ら
夏
休
み
を

使
っ
て
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
既
に
二
学
期
に
入
っ
て
お
り
、

運
悪
く
新
学
期
早
々
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
事
で
十
分
な
期
間
が
残
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
勉
強
が
本
当
に
間
に

合
う
か
不
安
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

先
生
方
が
連
日
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
た

事
で
無
事
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
何
度
も
面
接
相
手
を
し
て
下
さ
り
、

英
語
の
過
去
問
を
丁
寧
に
ご
指
導
頂
い
た

先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
春
か
ら
迎
え
る
大
学
生
活
で
は
ア
ジ
ア

経
済
に
関
す
る
内
容
を
中
心
に
研
究
し
な

が
ら
普
段
の
講
義
だ
け
で
な
く
海
外
研
修

へ
の
参
加
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
資
格
の
取
得
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
高
得
点

子
ど
も
の
頃
の
夢
が
現
実
に

三
年
Ｂ
組

鈴
木

　心
奈

　（若
松
四
中
）

　会
津
大
学
短
期
大
学
部

　

　
　
　幼
児
教
育
・
福
祉
学
科

　合
格

　
私
は
幼
い
頃
か
ら
幼
稚
園
の
先
生
に
な

る
の
が
夢
で
し
た
。
高
校
に
入
っ
て
進
学

先
で
悩
ん
で
い
た
時
、
合
同
進
路
説
明
会

で
担
当
の
先
生
か
ら
お
話
を
聞
い
た
事
が

き
っ
か
け
で
私
は
会
津
短
大
を
推
薦
入
試

で
受
験
す
る
事
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
後

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
そ
こ
で
頂
い
た
資
料
を
参
考
に
担
任

の
先
生
と
受
験
ま
で
の
学
習
計
画
を
立
て

ま
し
た
。

　
合
格
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
事
を
具
体

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
た
社
会
人
に

三
年
Ｃ
組

磯
川

　将
虎

　（猪
苗
代
中
）

　ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　内
定

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
受
験
に
つ
い
て
は
、

最
初
は
担
任
の
先
生
か
ら
お
声
か
け
頂
い

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
ご
紹
介
頂
い

た
の
が
あ
ま
り
に
大
き
な
企
業
だ
っ
た
の

で
最
初
は
現
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
先
生
か
ら
「
宝
く
じ
が
当
た
る
ぐ
ら

い
の
事
だ
ぞ
」、
と
何
だ
か
分
か
る
よ
う

な
分
か
ら
な
い
よ
う
な
お
言
葉
を
か
け
て

頂
い
た
事
で
、
か
え
っ
て
先
生
の
思
い
の

強
さ
が
伝
わ
り
、
そ
れ
な
ら
真
剣
に
受
験

対
策
を
し
て
い
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　
対
策
と
し
て
学
校
で
も
問
題
集
を
購

入
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
勉
強

し
よ
う
と
就
職
試
験
の
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
と
一
般

常
識
の
問
題
集
を
新
た
に
購
入
し
、
自

宅
も
学
校
も
関
係
な
く
、
と
に
か
く
空
い

た
時
間
に
ひ
た
す
ら
解
く
よ
う
に
し
ま
し

た
。
時
に
は
集
中
の
あ
ま
り
深
夜
一
時
を

過
ぎ
て
い
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
正
直
人

生
で
一
番
勉
強
し
た
時
期
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
面
接
練
習
で
は
指
導
頂
い
た
ど
の
先
生

か
ら
も
「
入
社
し
た
い
と
い
う
熱
意
が
足

り
な
い
」
と
い
う
ご
指
摘
を
頂
い
た
の
で
、

企
業
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
、
そ
の
魅
力

を
で
き
る
だ
け
強
く
語
れ
る
よ
う
に
努
力

し
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
努
力
や
野
球
部
員
と
し
て
何

度
も
試
合
の
緊
張
感
を
味
わ
っ
て
き
た
経

験
か
ら
か
、
試
験
当
日
は
あ
ま
り
緊
張
す

る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
内
容
は
満
足
ゆ
く
も
の
で
は

な
く
、
も
っ
と
う
ま
く
答
え
ら
れ
た
、
あ

の
問
題
は
あ
あ
解
け
ば
良
か
っ
た
等
と
悔

い
も
残
り
ま
し
た
。
結
果
が
不
安
に
な
り

ま
し
た
が
、
自
分
が
あ
の
世
界
的
な
企
業

の
試
験
を
受
け
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
ど
ん

な
結
果
で
あ
れ
光
栄
な
事
だ
と
思
い
直
し

ま
し
た
。
内
定
を
知
っ
た
瞬
間
は
ま
る
で

自
分
の
事
で
は
な
い
よ
う
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
ま
で
支
え
て
く
れ

た
家
族
や
先
生
方
に
真
っ
先
に
報
告
し
ま

し
た
。
誰
も
が
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
て
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
ト
ヨ
タ
の
名
前
を
背
負
っ
て
働
く
以
上

は
し
っ
か
り
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
働
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
辛
い
時
に
は
こ
れ
ま

で
の
寮
生
活
や
学
校
生
活
を
思
い
出
し
て

力
に
変
え
、
周
り
の
社
員
の
皆
さ
ん
と
高

め
合
い
な
が
ら
、
社
会
人
と
し
て
良
い
形

で
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
い
で
す
。

一
緒
に
努
力
し
た
仲
間
達

三
年
Ｂ
組

小
沼

　琉
聖

　（若
松
四
中
）

　株
式
会
社
シ
グ
マ
会
津
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　内
定

　
就
職
試
験
を
通
し
て
私
は
無
事
内
定

を
頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
試
験
内
容
は

面
接
と
筆
記
試
験
、
そ
し
て
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
三
つ
で
し
た
。
以
前

先
生
方
か
ら
厳
し
い
受
験
に
な
る
と
お
聞

き
し
て
い
た
の
で
、
試
験
当
日
に
向
け
た

準
備
を
計
画
的
に
進
め
る
よ
う
心
が
け
ま

し
た
。

　
ま
ず
面
接
対
策
で
は
複
数
の
先
生
方
に

練
習
相
手
を
し
て
頂
け
る
時
間
を
事
前

に
お
聞
き
し
、
と
に
か
く
練
習
し
な
い
日

が
無
い
よ
う
に
予
定
を
立
て
ま
し
た
。
目

線
や
声
の
出
し
方
、
台
詞
の
長
さ
等
、

細
か
な
指
導
を
何
度
も
し
て
頂
く
う
ち
に

質
問
さ
れ
た
事
に
き
ち
ん
と
受
け
答
え
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
自
信
に
も
繋
が
り
ま

し
た
。
次
に
筆
記
試
験
対
策
と
し
て
は
帰

宅
後
必
ず
問
題
集
に
向
か
う
習
慣
を
作

り
、
学
校
の
自
習
時
間
も
利
用
し
て
勉

強
し
、
分
か
ら
な
い
問
題
を
先
生
に
教
え

て
頂
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
最
後
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
対
策
で
は
同
じ
く
入
社
試

験
を
受
け
る
仲
間
達
と
練
習
を
重
ね
ま

し
た
。
結
果
的
に
別
の
企
業
に
行
く
事
に

な
り
ま
し
た
が
、
長
時
間
一
緒
に
練
習
し

て
く
れ
た
み
ん
な
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
休
日
や
放
課
後
の
夜
遅
く
ま
で
練
習

し
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
努
力
だ

け
で
何
と
か
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
は
な

く
、
本
当
に
周
り
の
方
に
手
伝
っ
て
頂
け

た
か
ら
こ
そ
で
き
た
事
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
協
力
し
て
頂
い
た
仲
間

達
や
先
生
方
に
も
の
す
ご
く
感
謝
し
た
い

で
す
。

　
入
社
後
は
社
会
人
と
し
て
、
高
校
ま

で
と
は
環
境
が
一
変
す
る
と
思
う
の
で
、

早
く
そ
の
環
境
に
慣
れ
る
事
が
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

資
格
取
得
が
励
み
に
な
っ
た

三
年
Ｃ
組

永
井

　一
志

　（若
松
六
中
）

　ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
シ
ル
バ
ー

　
　
　東
邦
自
動
車
株
式
会
社

　内
定

　
機
械
科
の
私
は
多
く
の
工
業
系
資
格
に

合
格
す
る
と
得
ら
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス

タ
ー
の
表
彰
を
受
け
る
事
を
目
標
に
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
時
に
は
苦
労
も
あ
り

ま
し
た
が
、
基
礎
製
図
検
定
や
ガ
ス
溶
接

技
能
講
習
な
ど
複
数
の
資
格
を
取
得
し

無
事
目
標
を
達
成
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

指
数
関
数
や
対
数
関
数
の
慣
れ
な
い
計
算

に
苦
戦
し
た
計
算
技
術
検
定
二
級
を
は
じ

め
、
ど
の
資
格
の
勉
強
も
先
生
方
が
細
か

く
支
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
春
か
ら
地
元

の
民
間
工
場
の
整
備
士
と
し
て
働
く
事
に

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
資
格
を

活
用
し
な
が
ら
社
会
で
立
派
に
活
躍
し
て

い
き
た
い
で
す
。

の
獲
得
等
の
具
体
的
な
計
画
や
目
標
を

立
て
て
行
動
し
、
今
回
の
受
験
の
よ
う
に

慌
て
な
く
て
済
む
よ
う
心
が
け
た
い
で
す
。

四
年
間
と
は
い
え
高
校
生
活
と
同
じ
く

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
と
思
う

の
で
積
極
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
大
切
に
過
ご

し
、
経
済
に
関
す
る
専
門
知
識
を
活
用

し
、
将
来
社
会
で
人
々
の
生
活
を
守
る
務

め
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

機
械
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に

三
年
C
組

山
田

　晴
人

　（若
松
四
中
）

日
本
大
学

　工
学
部

　機
械
工
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　合
格

　
小
学
生
の
頃
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
の
を
趣
味
に
し
て
い
た

私
は
、
次
第
に
そ
う
し
た
パ
ソ
コ
ン
機
器

の
仕
組
み
や
構
造
な
ど
、
機
械
そ
の
も
の

に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
本
校
の
機
械
科
へ
の
入
学
を
専
願

で
志
望
し
た
の
も
、
実
際
に
機
械
に
触
れ

て
学
習
で
き
る
高
校
に
進
学
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
願
い
が

叶
っ
て
、
私
は
三
年
間
、
授
業
を
通
し
て

様
々
な
機
械
に
触
れ
な
が
ら
、
自
動
車
の

構
造
や
整
備
方
法
、
様
々
な
工
具
の
扱
い

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
賞

　
三
年
Ａ
組
　
高
橋
　
柊
音
（
喜
多
方
三
中
）

産
業
教
育
振
興
中
央
会
賞

　
三
年
Ｃ
組
　
磯
川
　
将
虎
（
猪
苗
代
中
）

福
島
県
産
業
教
育
振
興
会
賞
 

　
三
年
Ｃ
組
　
秋
山
　
北
斗
（
塩
川
中
）

福
島
県
産
業
教
育
振
興
会
会
津
支
会
賞

　
三
年
Ｃ
組
　
山
田
　
晴
人
（
若
松
四
中
）

福
島
県
私
立
中
学
高
等
学
校
保
護
者
会
賞
 

　
三
年
Ｂ
組
　
小
沼
　
琉
聖
（
若
松
四
中
）

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
 

　
三
年
Ｃ
組
　
秋
山
　
北
斗
（
塩
川
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
穴
澤
　
奨
隆
（
北
会
津
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
五
十
嵐
　
琉
聖
（
一
箕
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
磯
川
　
将
虎
（
猪
苗
代
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
倉
持
　
友
輝
（
境
第
二
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
鈴
木
　
涼
介
（
若
松
四
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
永
井
　
一
志
（
若
松
六
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
星
　
　
煌
樹
（
下
郷
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
山
田
　
晴
人
（
若
松
四
中
）

福
島
県
高
校
野
球
連
盟
優
秀
選
手
賞

　
三
年
Ｃ
組
　
秋
山
　
北
斗
（
塩
川
中
）

三
ヶ
年
皆
勤
賞

　
三
年
Ａ
組
　
遠
藤
　
桃
汰
（
若
松
一
中
）

　
三
年
Ａ
組
　
武
島
　
大
輔
（
鈴
ヶ
森
中
）

　
三
年
Ａ
組
　
横
山
　
美
侑
（
若
松
五
中
）

　
三
年
Ｂ
組
　
渡
部 

姫
早
羅（
河
東
学
園
）

　
三
年
Ｃ
組
　
五
十
嵐 

琉
聖（
一
箕
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
大
堀
　
空
翔
（
猪
苗
代
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
鈴
木
　
涼
介
（
若
松
四
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
芳
賀
　
脩
斗
（
一
箕
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
渡
邉
　
新
　（
一
箕
中
）

一
、
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
賞
　　
　
　
　
　
　
籾
山 

千
笑
実

一
、
産
業
教
育
振
興
中
央
会
賞
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
大
川
原 

豪
人

一
、
福
島
県
産
業
教
育
振
興
会
賞 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

内
藤
　 

賢
都

一
、
福
島
県
産
業
教
育
振
興
会
会
津
支
会
賞　
　
　
　
　  

福
地
　 

大
介

一
、
福
島
県
私
立
中
学
高
等
学
校
保
護
者
会
賞
　
　
　
　 

牛
木
　 

美
結

一
、
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

内
藤
　 

賢
都
　
　
大
川
原 

豪
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

佐
藤
　 

友
哉
　
　
大
竹
　 

敢
汰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

蓮
沼
　
　 

仁
　
　
長
谷
川 

将
汰

一
、
三
ヶ
年
皆
勤
賞              
　
　
　
　
　   

　   

　  

石
山
　 

芙
海
　
　
大
堀
　 

真
穂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

籾
山 

千
笑
実
　
　
湯
浅
　 

朱
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

湯
浅
　 

夏
生
　
　
鈴
木
　 

　
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

好
川
　 

晶
哉
　
　
牛
木
　 

美
結
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

佐
藤
　 

聖
南
　
　
玉
川 

の
ぞ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

平
野 

奈
津
美
　
　 

松
澤
　
聖
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

笠
間
　 

悠
人
　
　 

鈴
木
　
神
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木
　 

輝
斗
　
　
渡
部 

　
郁
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

穴
澤
　 

李
生
　
　
伊
藤 

遼
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
大
川
原 

豪
人
　
　
川
田
　 

亘
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
木
村
　 

海
人
　
　
小
板
橋 

夢
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
小
林
　 

幹
太
　
　
佐
藤
　 

友
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

佐
藤
　 
陽
人
　
　
佐
藤
　 

彪
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

神
　
　 
龍
太
　
　
杉
崎
　 

良
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

田
邉
　 
裕
樹
　
　
辻
川
　 

晴
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

内
藤
　 

賢
都
　
　
二
瓶
　 

快
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

福
地
　 

大
介
　
　
皆
川
　 

将
輝

一
、
生
徒
会
功
労
賞

　
　
総
務
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

大
川
原 

豪
人
　
　
伊
藤 
凜
々
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

湯
浅
　 

朱
香
　
　
小
池
　 
沙
耶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

小
椋 

菜
々
実
　
　
大
堀
　 
真
穂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木
　
　 

歩
　
　
石
山
　 

芙
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

嘉
藤
　 

英
里
　
　
金
子 

里
莉
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

籾
山 

千
笑
実
　
　
湯
浅
　 

夏
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

佐
藤
　 

聖
南
　
　
伊
藤 

遼
太
郎

　
　
自
動
車
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

穴
澤
　
李
生
　
　 

内
藤
　 

賢
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

長
谷
川 

将
汰
　
　

　
　
野
球
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
皆
川
　 

将
輝
　
　
鈴
木 

　
泰
樹

二
〇
二
四
年
度

卒
業
生

　受
賞
者
名
簿

な
ど
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
入
学
当
初
の
私
は
高
校
卒
業
後
、
就

職
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
大
学
進

学
を
意
識
す
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
下

さ
っ
た
の
は
先
生
方
で
す
。
先
生
方
は
機

械
へ
の
関
心
を
示
す
私
に
、
大
学
に
進
ん

で
さ
ら
に
専
門
的
な
知
識
を
身
に
付
け
た

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
日
本
大
学
工

学
部
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
を

薦
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
正
直
、
半
信
半
疑
と
い
う
か
、
あ
ま
り

気
乗
り
し
な
い
ま
ま
そ
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
し
た
私
で
し
た
が
、
そ
こ
で

水
と
砂
を
混
ぜ
て
水
圧
で
鉄
を
切
る
特

別
な
カ
ッ
タ
ー
を
使
っ
た
模
擬
授
業
を
体

験
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
で
、
次
第
に
大
学

の
専
門
性
の
高
い
授
業
に
興
味
を
魅
か
れ

始
め
ま
し
た
。
鉄
に
も
曲
げ
や
す
さ
や
強

度
の
違
い
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
種
類
が

あ
り
、
水
圧
カ
ッ
タ
ー
を
当
て
る
角
度
も

細
か
く
計
算
し
た
上
で
行
う
必
要
が
あ
る

な
ど
、
大
学
の
先
生
が
お
話
に
な
る
多
様

な
話
題
の
一つ
一つ
が
興
味
深
く
、
帰
る
頃

に
は
私
は
本
気
で
大
学
を
目
指
そ
う
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
試
験
当
日
に
向
け
て
最
も
苦
労
し
た
の

は
小
論
文
対
策
で
し
た
。
私
は
元
々
文
章

を
書
く
の
が
あ
ま
り
得
意
な
方
で
は
な

く
、
漢
字
の
書
き
取
り
も
苦
手
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
そ
こ
で
夏
休
み
の
間
か
ら
国
語

科
の
先
生
に
過
去
に
出
題
さ
れ
た
問
題
を

指
導
し
て
頂
き
、
二
学
期
以
降
も
原
稿

用
紙
に
向
か
っ
て
対
策
を
続
け
ま
し
た
。

本
番
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
事
前
に
予
想

し
た
テ
ー
マ
に
近
い
出
題
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
自
己
評
価
と
し
て
百
点
満
点
中
、

七
十
点
ぐ
ら
い
の
出
来
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
て
無
事
合
格
で
き
て
安
心
し

ま
し
た
。

　
大
学
入
学
後
は
、
工
学
に
関
す
る
専

門
性
を
高
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
最

後
の
学
生
生
活
で
も
あ
る
の
で
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
で
良
い
仲
間
を
築
き
、
四
年
間

を
充
実
さ
せ
、
将
来
の
活
躍
に
繋
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

的
に
挙
げ
る
と
、
ま
ず
は
定
期
テ
ス
ト
で

良
い
成
績
を
取
る
た
め
、
今
ま
で
以
上
に

テ
ス
ト
前
の
勉
強
に
励
み
ま
し
た
。
ま
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
二

学
年
以
降
で
約
十
回
の
活
動
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
ど
の
活
動
も
普
段
で
き

な
い
体
験
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
し
、

面
接
試
験
時
の
話
題
に
も
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
取
り
組
ん
だ
の
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
試
験
に
向
け
た
準
備
で
し
た
。
最

初
は
緊
張
し
て
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
本
番
に
向
け
て
先
生
方
に
ご
指
導

頂
け
る
よ
う
お
願
い
し
、
何
度
も
練
習
し

た
結
果
、
本
番
で
は
緊
張
せ
ず
に
発
表
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
進
学
後
は
、
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
取

得
の
た
め
に
積
極
的
に
学
習
し
、
可
能
な

範
囲
で
高
校
に
続
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
参
加
し
、
子
ど
も
の
頃
に
夢
見
た

理
想
の
先
生
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
楽
し
く
て
あ
っ
と
い
う
間
の
三
年
間
で

し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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学校法人石山学園

〒965-0031 福島県会津若松市相生町3-2
会津北嶺高等学校

機械科
自動車コース

普通科

● 野球部 
　　 春季＆秋季全会津高等学校野球選手権 優勝！！
　　 被災地ボランティアをはじめ各行事で活躍
● バスケットボール部
　　 新人体育大会会津地区大会 準優勝！！
● バド部、ソフトテニス部等も県大会連続出場！！
● 本校文化祭「北嶺祭」2 年連続開催

・
第
六
十
五
回
　
春
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

・
第
一
〇
六
回
　
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
福
島
大
会

・
第
七
十
六
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選

・
第
七
十
六
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

・
第
四
十
七
回
　
秋
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
　
笹
屋
敷
夏
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
宮
城
県
仙
台
市
）

　
　
１
Ａ
角
田
愛
琥（
高
田
中
）・
２
Ａ
下
平
結
愛（
若
松
三
中
）・
2
B
大
野
雪
菜（
若
松
三
中
）

　
　
２
Ｂ
深
野
聖
愛（
若
松
一
中
）・
３
Ａ
横
山
美
侑（
若
松
五
中
）・
３
Ｂ
深
野
眞
尋（
若
松
一
中
）

・
会
津
マ
ス
ク
ワ
イ
ア
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
　
ス
タ
ッ
フ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
若
松
栄
町
教
会
）

　
　
１
Ａ
角
田
愛
琥（
高
田
中
）・
・
２
Ｂ
大
野
雪
菜（
若
松
三
中
）

　
　
２
Ｂ
深
野
聖
愛（
若
松
一
中
）・
３
Ｂ
深
野
眞
尋（
若
松
一
中
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

・
第
七
〇
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
会
津
地
区
大
会
　
６
位

・
第
七
十
七
回
　
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
出
場

・
第
六
十
一
回 

福
島
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

　
会
津
地
区
大
会
　
４
位
　
県
大
会
出
場

・
第
十
回 

３
×
３
　
Ｕ
１
８
　
日
本
選
手
権

　
東
日
本
エ
リ
ア
大
会
福
島
県
予
選
　
３
位
・
４
位

・
令
和
六
年
度
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　
会
津
地
区
大
会
　
準
優
勝
　
県
大
会
出
場

・
令
和
六
年
度
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会 

ベ
ス
ト
１６

・
二
〇
二
四
年
度
　
全
会
津
男
女
総
合

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
　
ベ
ス
ト
８

【
卓
球
部
】

・
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
会
津
地
区
大
会
　
男
子
団
体
　
５
位

　
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
１
８
位
　
１
Ｂ
小
熊
優
斗（
若
松
一
中
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

・
第
七
〇
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
会
津
地
区
大
会

　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
５
位

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）・
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）
ペ
ア
　
３
位

・
第
七
〇
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
ベ
ス
ト
１６

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）・
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）
ペ
ア
　
ベ
ス
ト
１６

・
第
七
十
四
回
　
全
会
津
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）・
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）
ペ
ア
　
８
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
梨
央（
一
箕
中
）・
小
椋
結
月（
裏
磐
梯
中
）
ペ
ア
　
１０
位

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
戦
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）　
９
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）　
ベ
ス
ト
１６

・
第
七
十
七
回
　
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）・
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）
ペ
ア
　
３
回
戦
敗
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
梨
央（
一
箕
中
）・
小
椋
結
月（
裏
磐
梯
中
）
ペ
ア
　
出
場

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
戦
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）　
出
場

・
第
七
十
一
回
　
全
会
津
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）・
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）
ペ
ア
　
優
勝

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
部
　
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）　
優
勝

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部
　
山
口
斗
生（
若
松
一
中
）
ペ
ア
　
２
位

・
令
和
六
年
度
　
第
六
十
一
回
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
会
津
地
区
大
会

　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
３
位

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）・
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）
ペ
ア
　
３
位

・
令
和
六
年
度
　
第
六
十
一
回
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
ベ
ス
ト
１６

　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
東
海
林
り
あ（
若
松
四
中
）・
小
野
里
優
恵（
若
松
四
中
）
ペ
ア
　
ベ
ス
ト
１６

　
2
0
２
4
年
度
　
部
活
動
＆
同
好
会
　
活
動
実
績
（
一
部
抜
粋 

）

【
野
球
部
】

▼
大
会
成
績

・
第
七
十
六
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選
　
準
優
勝

・
第
七
十
六
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
ベ
ス
ト
１６

・
第
六
十
五
回
　
春
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
　
優
勝

・
第
一
〇
六
回
　
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
福
島
大
会
　 

２
回
戦
敗
退

・
第
七
十
六
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選
　
準
優
勝

・
第
七
十
六
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
ベ
ス
ト
１６

・
第
四
十
七
回
　
秋
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
　
優
勝

・
福
島
県
高
等
学
校
野
球
連
盟 
選
抜
交
流
試
合

　
　
福
島
県
選
抜
選
手
　
３
Ａ
北
浦
空
來（
石
垣
中
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・
会
津
若
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
「
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
」
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
日
本
基
督
教
団
会
津
若
松
教
会
　
除
草
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
会
津
坂
下
町
・
農
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
能
登
半
島
地
震
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
石
川
県
輪
島
市
）

　
　
１
Ａ
猪
股
叶
夢（
鳴
峰
中
）・
１
Ａ
岩
﨑
日
煌（
赤
塚
三
中
）・
１
Ａ
桑
名
駿（
須
賀
川
二
中
）

　
　
１
Ａ
滝
田
來
羽
璃（
若
松
二
中
）・
１
Ａ
玉
野
暖（
交
野
二
中
）・
１
Ａ
英
大
翔（
草
加
中
）

　
　
１
Ａ
堀
江
友
輝
（
福
生
一
中
）・
１
Ａ
眞
山
庸
寛（
岡
津
中
）・
１
Ａ
吉
田
凛
桜（
深
川
三
中
）

　
　
１
Ｂ
井
ノ
川
陽
太（
羽
村
三
中
）・
１
Ｂ
川
井
源
佑（
猪
苗
代
中
）・
１
Ｂ
木
村
洸
斗（
本
郷
中
）

　
　
１
Ｂ
黒
岩
海
翔（
我
孫
子
南
中
）・
１
Ｂ
黒
木
翔
太（
真
岡
中
）・
１
Ｂ
皐
月
智
法（
白
鳳
中
）

　
　
１
Ｂ
與
儀
達
登（
那
覇
中
）・
１
Ｃ
伊
藤
優
輝（
鹿
骨
中
）・
１
Ｃ
釜
石
麗
恩（
奥
中
山
中
）

　
　
１
Ｃ
佐
々
木
快
晴（
秋
多
中
）・
１
Ｃ
森
合
琉
真（
仁
井
田
中
）・
１
Ｃ
渡
部
智
大（
会
北
中
）

　
　
２
Ａ
上
武
勇
貴（
大
船
中
）・
２
Ａ
倉
田
頼
杜（
戸
越
台
中
）・
２
Ｂ
佐
藤
龍
斗（
郡
山
五
中
）

　
　
２
Ｂ
渡
部
創
冬（
猪
苗
代
中
）・
３
Ａ
永
田
結
真（
一
箕
中
）・
３
Ｃ
倉
持
友
輝（
境
二
中
）

・
中
ノ
沢
温
泉
こ
け
し
祭
り（
猪
苗
代
町
）

　
　
１
Ａ
猪
股
叶
夢（
鳴
峰
中
）・
１
Ａ
桑
名
駿（
須
賀
川
二
中
）・
１
Ａ
堀
江
友
輝（
福
生
一
中
）

　
　
１
Ａ
眞
山
庸
寛（
岡
津
中
）・
１
Ａ
吉
田
凛
桜（
深
川
三
中
）・
１
Ｂ
黒
木
翔
太（
真
岡
中
）

　
　
１
Ｃ
伊
藤
優
輝（
鹿
骨
中
）・
１
Ｃ
釜
石
麗
恩（
奥
中
山
中
）・
２
Ａ
上
武
勇
貴（
大
船
中
）

　
　
２
Ｂ
佐
藤
龍
斗（
郡
山
五
中
）

・
環
境
フ
ェ
ス
タ
㏌
あ
い
づ
会
場
設
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
鶴
ヶ
城
体
育
館
）

　
　
１
Ａ
猪
股
叶
夢（
鳴
峰
中
）・
１
Ａ
岩
﨑
日
煌（
赤
塚
三
中
）・
１
Ａ
滝
田
來
羽
璃（
若
松
二
中
）

　
　
１
Ａ
英
大
翔（
草
加
中
）・
１
Ａ
堀
江
友
輝（
福
生
一
中
）・
１
Ａ
眞
山
庸
寛（
岡
津
中
）

　
　
１
Ａ
吉
田
凛
桜（
深
川
三
中
）・
１
Ｂ
木
村
洸
斗（
本
郷
中
）・
１
Ｂ
皐
月
智
法（
白
鳳
中
）

　
　
１
Ｂ
水
村
劉
之
介（
金
子
中
）・
１
Ｂ
與
儀
達
登（
那
覇
中
）・
１
Ｃ
伊
藤
優
輝（
鹿
骨
中
）

　
　
１
Ｃ
釜
石
麗
恩（
奥
中
山
中
）・
１
Ｃ
佐
々
木
快
晴（
秋
多
中
）・
１
Ｃ
森
合
琉
真（
仁
井
田
中
）

　
　
２
Ｂ
佐
藤
龍
斗（
郡
山
五
中
）・
２
Ｂ
渡
部
創
冬（
猪
苗
代
中
）・
２
Ｃ
太
田
倖
聖（
荻
窪
中
）

　
　
３
Ａ
北
浦
空
來（
石
垣
中
）・
３
Ａ
土
師
昊
心
琉（
新
北
野
中
）・
３
Ｂ
兼
子
大
夢（
湯
川
中
）

　
　
３
Ｃ
秋
山
北
斗（
塩
川
中
）・
３
Ｃ
磯
川
将
虎（
猪
苗
代
中
）・
３
Ｃ
神
林
優（
　
河
東
学
園
）

▼
地
域
交
流
活
動

・
会
津
美
里
町
大
俵
引
き

　
　
１
Ａ
猪
股
叶
夢（
鳴
峰
中
）・
１
Ａ
岩
﨑
日
煌（
赤
塚
三
中
）・
１
Ａ
要
隼（
下
郷
中
）

　
　
１
Ａ
眞
山
庸
寛（
岡
津
中
）・
１
Ａ
吉
田
凛
桜（
深
川
三
中
）・
１
Ｂ
穴
澤
輝（
喜
多
方
三
中
）

　
　
１
Ｂ
石
丸
幹
太（
福
生
二
中
）・
１
Ｂ
井
ノ
川
陽
太（
羽
村
三
中
）・
１
Ｂ
大
城
勇
也（
美
東
中
）

　
　
１
Ｂ
川
井
源
佑（
猪
苗
代
中
）・
１
Ｂ
木
村
洸
斗（
本
郷
中
）・
１
Ｂ
黒
岩
海
翔（
我
孫
子
南
中
）

　
　
１
Ｂ
黒
木
翔
太（
真
岡
中
）・
１
Ｂ
皐
月
智
法（
白
鳳
中
）・
１
Ｂ
関
根
恒
喜（
東
町
中
）

　
　
１
Ｂ
水
村
劉
之
介（
金
子
中
）・
１
Ｂ
與
儀
達
登（
那
覇
中
）・
１
Ｂ
吉
田
海
刀（
羽
村
三
中
）

　
　
１
Ｃ
新
垣
悠
冴（
寄
宮
中
）・
１
Ｃ
伊
藤
優
輝（
鹿
骨
中
）・
１
Ｃ
釜
石
麗
恩（
奥
中
山
中
）

　
　
１
Ｃ
佐
々
木
快
晴（
秋
多
中
）・
１
Ｃ
森
合
琉
真（
仁
井
田
中
）

・
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦
　
東
日
本
大
会
２
０
２
５（
天
栄
村
）

　
　
１
Ｂ
石
丸
幹
太（
福
生
二
中
）・
１
Ｂ
井
ノ
川
陽
太（
羽
村
三
中
）・
１
Ｂ
木
村
洸
斗（
本
郷
中
）

　
　
１
Ｂ
水
村
劉
之
介（
金
子
中
）・
１
Ｂ
吉
田
海
刀（
羽
村
三
中
）・
１
Ｃ
佐
々
木
快
晴（
秋
多
中
）

　
　
２
Ａ
上
武
勇
貴（
大
船
中
）・
２
Ａ
倉
田
頼
杜（
戸
越
台
中
）・
２
Ａ
三
村
朋
大（
春
江
中
）

　
　
２
Ｂ
山
本
優
太（
杉
中
）・
２
Ｂ
渡
部
創
冬（
猪
苗
代
中
）・
２
Ｃ
五
十
嵐
悠
斗（
若
松
原
中
）

　
　
２
Ｃ
太
田
倖
聖（
荻
窪
中
）・
２
Ｃ
田
原
一
聖（
具
志
川
中
）

【
応
援
団
】

▼
野
球
部
大
会
　
応
援
演
奏

・
第
七
十
六
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選

・
第
七
十
六
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
２
０
２
４
　
福
島
県
代
表
選
考
会
　
出
場

　
　
３
Ａ
川
口
陽
輝（
若
松
一
中
）・
３
Ｃ
安
西
優
斗（
一
箕
中
）
ペ
ア

・
令
和
６
年
度
　
全
会
津
春
季
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
　
ベ
ス
ト
８

　
　
３
Ａ
川
口
陽
輝（
若
松
一
中
）・
３
Ｃ
安
西
優
斗（
一
箕
中
）
ペ
ア

・
第
七
〇
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
会
津
地
区
大
会
　
３
位

　
　
３
Ａ
川
口
陽
輝（
若
松
一
中
）・
３
Ｃ
安
西
優
斗（
一
箕
中
）
ペ
ア

・
第
七
十
七
回
　
福
島
県
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
少
年
の
部
）　
会
津
地
区
大
会
　
３
位

　
　
３
Ａ
川
口
陽
輝（
若
松
一
中
）・
３
Ｃ
安
西
優
斗（
一
箕
中
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
】

・
会
津
地
区
高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
２
Ａ
船
田
雪
華（
若
松
一
中
）・
３
Ａ
高
橋
柊
音（
喜
多
方
三
中
）

・
献
血
呼
び
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
２
Ｂ
遠
藤
陽
菜（
若
松
四
中
）・
２
Ｂ
山
口
紫
穂（
若
松
一
中
）

　
　
２
Ｂ
渡
部
　
心（
若
松
四
中
）・
３
Ａ
若
林
優
芽（
一
箕
中
）

　
　
３
Ａ
武
田
明
奈（
一
箕
中
）・
３
Ａ
勝
木
結
衣（
若
松
一
中
）

　
　
３
Ａ
大
巴
春
華（
若
松
二
中
）

・「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
福
島
県
普
及
運
動
６
２
６
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
２
Ａ
山
崎
晴
香（
猪
苗
代
中
）・
２
Ａ
野
口
侑
楽（
若
松
一
中
）

　
　
２
Ａ
小
野
雪
菜（
若
松
三
中
）・
２
Ａ
折
笠
望
菜（
若
松
一
中
）

　
　
２
Ａ
西
間
木
伶
深（
若
松
三
中
）・
２
Ａ
小
椋
結
月（
裏
磐
梯
中
）

　
　
２
Ｂ
深
野
聖
愛（
若
松
一
中
）・
３
Ａ
高
橋
柊
音（
喜
多
方
三
中
）

　
　
３
Ａ
渡
部
ひ
か
り（
若
松
五
中
）・
３
Ａ
若
林
優
芽（
一
箕
中
）

　
　
３
Ａ
武
田
明
奈（
一
箕
中
）・
３
Ａ
遠
藤
桃
汰（
若
松
一
中
）

　
　
３
Ｂ
鈴
木
愛
奈（
磐
梯
中
）

　
　
３
Ｂ
深
野
眞
尋（
若
松
一
中
）・
３
Ｂ
滝
田
朱
沙
実（
猪
苗
代
中
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
】

・
令
和
六
年
度
　
会
津
支
援
学
校
・
聴
覚
支
援
学
校
会
津
校

　
合
同
文
化
祭
「
パ
ワ
ー
祭
り
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
２
Ｂ
藁
谷
憂
柊（
若
松
一
中
）・
２
Ｂ
後
藤
桃
佳（
猪
苗
代
中
）

　
　
２
Ｂ
高
畑
怜
奈（
若
松
一
中
）

・
第
二
十
三
回
　
会
津
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
２
Ａ
野
口
侑
楽（
若
松
一
中
）・
２
Ａ
吉
田
博
人（
若
松
一
中
）

　
　
２
Ａ
吉
田
大
翔（
若
松
四
中
）・
２
Ａ
吉
田
飛
真（
若
松
四
中
）

　
　
２
Ｂ
五
十
嵐
功（
若
松
一
中
）・
２
Ｂ
杉
原
大
翔（
若
松
一
中
）

　
　
２
Ｂ
佐
藤
怜
那（
若
松
一
中
）・
２
Ｃ
斎
藤
桜
良（
若
松
四
中
）

　
　
２
Ｃ
高
橋
杜
愛（
若
松
五
中
）・
２
Ｃ
生
江
俊
太（
若
松
四
中
）

　
　
３
Ｂ
鈴
木
心
奈（
若
松
四
中
）・
３
Ｂ
安
部
雛
乃（
若
松
四
中
）

　
　
３
Ｃ
鈴
木
涼
介（
若
松
四
中
）・
３
Ｃ
星
　
煌
樹（
下
郷
中
）

・
第
三
十
六
回
　
会
津
若
松
市
鶴
ヶ
城

　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　
　
１
Ｂ
鈴
木
愛
唯（
北
会
津
中
）・
１
Ｂ
上
田
　
和（
磐
梯
中
）

　
　
１
Ｂ
板
橋
結
愛（
高
田
中
）・
１
Ｂ
吉
田
望
愛（
磐
梯
中
）

　
　
１
Ｃ
大
竹
悠
斗（
古
殿
中
）・
１
Ｃ
助
川
　
慎（
一
箕
中
）

　
　
１
Ｃ
堀
本
涼
雅（
一
箕
中
）・
１
Ｃ
松
本
大
樹（
若
松
二
中
）

　
　
１
Ｃ
三
善
遥
翔（
若
松
二
中
）・
１
Ｃ
森
本
一
生（
一
箕
中
）

　
　
１
Ｃ
山
中
陽
太（
一
箕
中
）・
２
Ａ
船
田
雪
華（
若
松
一
中
）

　
　
２
Ａ
野
口
侑
楽（
若
松
一
中
）・
２
Ａ
山
崎
晴
香（
猪
苗
代
中
）

　
　
２
Ａ
金
津
亜
珠（
若
松
五
中
）・
２
Ａ
齋
藤
　
蒼（
若
松
五
中
）

　
　
２
Ａ
川
島
泰
己（
北
会
津
中
）・
２
Ａ
吉
田
大
翔（
若
松
四
中
）

　
　
２
Ａ
吉
田
博
人（
若
松
一
中
）・
２
Ａ
小
椋
結
月（
裏
磐
梯
中
）

　
　
２
Ａ
小
野
雪
菜（
若
松
三
中
）・
２
Ｂ
五
十
嵐
功（
若
松
一
中
）

　
　
２
Ｂ
杉
原
大
翔（
若
松
一
中
）・
２
Ｂ
高
橋
空
大（
若
松
四
中
）

　
　
２
Ｂ
木
鋤
來
亜（
一
箕
中
）

・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
関
東
教
区 

十
日
町
雪
堀
り
キ
ャ
ン
プ（
新
潟
県
十
日
町
市
）

　
　
１
Ａ
桑
名
駿（
須
賀
川
二
中
）・
１
Ａ
堀
江
友
輝（
福
生
一
中
）

北嶺野球を、魅せてやれ。


